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はじめに 
本市では、平成 26 年度を初年度とする基本構想において、JR 津⽥沼駅周辺地域（新

津⽥沼駅周辺地域を含む）を市の表⽞関として位置付け、ふさわしい駅前空間の機能を
更に充実させるとともに、⾼度な⼟地利⽤を図り、⽂化的で活気あふれる都市空間づく
りに努めることとしています。 

また、都市マスタープランにおいては、同地域を⾼質な都市機能を集積した、活⼒と魅
⼒があり、広域からの求⼼⼒を備えた広域拠点として位置付け、拠点性の⾼い商業・業
務・サービス機能等の集積を図ることとしています。 

⼀⽅、平成 19 年度には JR 津⽥沼駅周辺地区まちづくり協議会により、JR 津⽥沼駅周
辺地区まちづくりガイドライン（以下「ガイドライン」といいます。）が⽰され、市に対
するまちづくりへの期待が⽰されています。 

現在、同地域は、平成 25 年 4 ⽉の奏の杜の「まちびらき」等により、更なる成⻑を遂
げようとしています。加えて、地⽅創⽣の進展、近隣駅周辺地域の再開発等による地域間
競争の活発化など、同地域について⼀層の魅⼒向上が求められています。 

こうした中、同地域を⼀体的に捉え、将来のまちづくりについて検討する必要がある
ことから、本検討⽅針は基本構想、都市マスタープラン等の上位計画を基に、ガイドライ
ンの趣旨を踏まえつつ、JR 津⽥沼駅及び新津⽥沼駅から概ね半径５００メートル圏域の
状況を勘案し、両駅の駅前空間及び両駅を結ぶ地域を中⼼としたまちづくりの⽅向性を
⽰すため、市の表⽞関として、また広域拠点としてふさわしいまちのイメージと求めら
れる機能を整理したものです。 

なお、本検討⽅針は、平成 25 年度に庁内に設置した「JR 津⽥沼駅周辺地域まちづく
り検討プロジェクト」を中⼼として策定に取組みました。 

 
図 調査対象範囲  
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検討⽅針の構成 
 
検討⽅針は、以下に⽰すような構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1.上位計画・関連計画における位置付け 

2.これまでの庁内プロジェクト

における地域課題の整理 

3.JR 津⽥沼駅周辺地域の現状と分析
（１）地域の概況 

・地域の変遷 
・⼈⼝動向 
・類似駅との各種⽐較整理 

（商業集積、⼟地利⽤など）
（２）実態調査 

・⾃動⾞交通 
・歩⾏者交通 

（３）ヒアリング調査 
・商業関係者及び地権者 
・交通事業者 

4.JR 津⽥沼駅周辺地域のまちのイメージ 
「いいね！駅近 歩きたいまち」 

誰もが歩きたくなる安全で快適な歩⾏空間を備えたまち 
⽬的地まで迷わず歩ける歩⾏空間を備えたまち 
魅⼒的で個性ある商業施設や公共スペースを備えたまち 
⽣活施設や公共交通機関へ快適にアクセスできるまち 

5.イメージの実現に向けて求められる機能 
（１）時間消費機能 
（２）交流創出機能 
（３）⾼品質な空間創出機能 
（４）回遊機能 
（５）交通結節機能
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１. 上位計画・関連計画における位置付け 
 

（１） 関連計画の整理 

１） 習志野市⽂教住宅都市憲章 

⽂教住宅都市憲章は、「全市⺠が明るく健康で豊かな⽣活を営むための具体的な条件を
明確にする」ため、昭和 45 年に制定したもので、当時の地⽅⾃治法において定められた
基本構想としてその役割を担ってきました。 

その後、昭和 60 年に新たな習志野市基本構想を策定した際、その位置付けを本市不変
のまちづくりの基本理念として定め、今⽇に⾄っています。 

 

 
図 1-1 憲章と⻑期計画との関係イメージ 

  



2 

２） 習志野市⻑期計画 

平成 26 年度を初年度とする「習志野市基本構想」では、 

少⼦⾼齢化・安全、安⼼なまちづくり・公共施設の再⽣・⾃治体の⾃⽴と協働 

をこれからのまちづくりの課題と捉え、 

『未来のために〜みんながやさしさでつながるまち〜習志野』 

を将来都市像として掲げています。 
そして、この将来都市像を実現するために 3 つの⽬標と 3 つの重点プロジェクトを

進めることとしています。 
以下、本検討⽅針に関連する部分を抜粋し、掲載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1-2 基本構想の体系 
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 習志野市基本構想 

Ⅱ-2 都市空間づくりの考え⽅ 
2．「特徴ある拠点の充実」 

JR 津⽥沼駅周辺地区は利便性の⾼い交通拠点であり、市内外からたく
さんの⼈が訪れますが、現在の姿となって 30 数年が経過するなかで、時
代に即した発展が求められています。本市の表⽞関として、ふさわしい
駅前空間の機能を更に充実させるとともに、⾼度な⼟地利⽤を図り、⽂
化的で活気あふれる都市空間づくりに努めます。 

    
Ⅲ-1 将来都市像を実現するための 3 つの⽬標 

    第 2 章・第 2 節 「暮らしを⽀える都市基盤の整備」 
       交通拠点である駅周辺のバリアフリー化を進め、安全で安⼼して利⽤

できる環境を整備します。 
 
 習志野市前期基本計画 

  第 2 章・第 2 節・第 1 項 「市街地整備の推進」 
駅周辺において、地区の特性に合わせて⼟地の⾼度利⽤や地域住⺠の

合意形成を図りつつ整備を進めます。また、歩道改良等のバリアフリー
化を進め、安全で安⼼して利⽤できる環境の整備を進めます。 

     
第 2 章・第 2 節・第 1 項・第 3 号 「駅周辺の整備による賑わいの創出」 

    ≪これまでの取組と課題≫ 
     JR 津⽥沼駅南⼝周辺では、「市の顔」となる⼤規模開発が進められて

きましたが、今後は⼈⼝や交通量の増加に対応するため、安全性・利便
性・円滑な交通流動が確保された駅前空間の再整備が求められます。 

     
≪本計画での取組内容≫ 

     JR 津⽥沼駅南⼝では、駅前広場の機能拡充に向け、再整備の検討に着
⼿し、まずは、⼈⼝増加に対応する歩⾏空間の充実を図るため、橋上駅
舎への昇降施設を設置します。 

     また、同駅周辺における開発の動向等を踏まえ、⼟地の⾼度利⽤を誘
導しつつ都市機能を充実させて、グレードの⾼い⽂化の薫る駅前空間づ
くりに努めます。 
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３） 習志野市都市マスタープラン 

平成 27 年 3 ⽉に改定された「習志野市都市マスタープラン」では、新津⽥沼駅周辺
を含む津⽥沼駅周辺地区を広域拠点と位置付け、習志野市の⽞関として多様な都市型ニ
ーズに対応できる商業、業務、サービス、⽂化及び居住を備えた市街地の形成を図ること
としています。 

以下、本検討⽅針に関連する部分を抜粋し、掲載します。 

 
図 1-3 拠点と軸（都市の⾻格）の関係図 

 
 広域拠点 

広域拠点は⾼質な都市機能を集積した、活⼒と魅⼒があり、広域からの求⼼⼒を備え
た地区のことです。 

津⽥沼駅周辺は広域的な商業・業務・サービス等の都市拠点機能を担ってきており、本
市の⽞関として広域的な集客⼒を持つ商業施設や⽂化施設等が集積し、にぎやかな駅前
空間が創出されています。また、南⼝では⼤規模開発が進められ、緑と調和したうるおい
ある市街地形成が図られています。 

津⽥沼駅周辺については、商業・業務・サービス機能の中⼼地として果たしてきた役割
を踏まえ、多様な都市型ニーズに対応できる商業・業務・サービス機能等を有する広域拠
点として位置づけます。 
 

 

 

 

 

 

  

拠点名称 地 区 名 称

広域拠点 津⽥沼駅周辺地区（新津⽥沼駅周辺を含む） 
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 地域別の⽅針「3-1 ⾕津・⾕津町・奏の杜地域」 
４．まちづくりの⽅針 
＜広域拠点の形成＞ 

 津⽥沼駅南⼝周辺においては、広域的な商業・業務・サービス、⽂化及び居住等を
備えた中⼼市街地の形成を図ります。 
 

＜計画的な⼟地利⽤の促進＞ 
 津⽥沼駅南⼝周辺については、既存の都市機能集積に加えて、新たに商業業務機能、

都市型住宅などを集積し、複合的な⼟地利⽤を図ります。 
 津⽥沼駅周辺は、中⼩⼩売店舗と⼤型店との共存共栄を図る中で、回遊性やブランド

性を持ち合わせた魅⼒ある商業エリアづくりを促進します。 
 
 

 地域別の⽅針「3-2 藤崎・津⽥沼・鷺沼・鷺沼台地域」 
４．まちづくりの⽅針 
＜広域拠点の形成＞ 

 本市の「⽞関」としてふさわしい広域拠点として整備するために、事業者・⼤学等と
の連携による⼟地の⾼度利⽤を踏まえ、津⽥沼駅周辺が⼀体となったまちづくりに
ついて検討します。 

 既存の都市機能集積に加えて、新たに商業業務機能、都市型住宅などを集積し複合
的な⼟地利⽤を図ります。 

 
＜計画的な⼟地利⽤の促進＞ 

 新津⽥沼駅から津⽥沼駅に⾄る移動空間の検討と共に、公⺠連携による商業業務機能
の向上を図ります。 

 津⽥沼駅周辺は、中⼩⼩売店舗と⼤型店との共存共栄を図る中で、回遊性やブランド
性を持ち合わせた魅⼒ある商業エリアづくりを促進します。 
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４） 習志野市バリアフリー移動等円滑化基本構想 

平成 26 年 10 ⽉に策定された「習志野市バリアフリー移動等円滑化基本構想」では、
『誰もが⼼⾝ともに快適に移動できる やさしいまちづくり』を基本理念として JR 津⽥
沼駅・新京成新津⽥沼駅周辺地区を重点整備地区の⼀つとして積極的に整備を進めるこ
ととしています。 

 
図 1-4 重点整備地区の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-5 事業計画  
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５） JR 津⽥沼駅周辺地区まちづくりガイドライン 

平成 20 年 3 ⽉に JR 津⽥沼駅周辺地区まちづくり協議会が策定したガイドラインで
は、南⼝の⼟地区画整理事業を主な対象として駅周辺地区のまちづくりについて、特に
景観、環境、また安全・安⼼の観点から専⾨的な提⾔を⾏うべく作成されています。 

 

 
図 1-6 啓発活動における視点として 

 
そして、基本⽅針は以下のように定めています。 
 

Ⅱ.まちづくり基本⽅針 

まちづくりの⽬標（テーマ） 

《 持続的に発展し続けるまち 》 
ＪＲ津⽥沼駅周辺地区が、習志野市の顔として、また中⼼地区として、

アクセシビリティに優れ、賑わいと活⼒を有し、誰もが住みやすいまちと
して、成⻑していくことを考え設定しました。 
 

 
また、都市基盤施設等の整備に関する⽅針は、 

１．道路整備に関する事項 
２．駅前広場に関する事項 
３．公園・緑地整備に関する事項 

といった項⽬ごとに整理されています。 
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Ⅵ．実現化⽅策の検討 

１．ガイドラインの実現化の⽅針について 

① 新市街地 … 短期的な実現を⽬指す地区 
⼤規模な都市的未利⽤地等、建物の⽴地が少ない地区などにおいて、新たな⼟地利⽤の

転換を図ろうとする場合は、ガイドラインの⽅針を踏まえ、積極的に活⽤する計画とし、
良好な市街地の形成に努めることが望まれます。 

現在施⾏中の「JR 津⽥沼駅南⼝特定⼟地区画整理事業」地区内においては、適切な誘導
⽅法を選択しガイドラインの積極的な活⽤を図っていくことが望まれます。 

 
図 新市街地位置図 

 
② 既存市街地 … 中・⻑期的な実現を⽬指す地区 

⼟地区画整理事業等で計画的な基盤整備がされた地区と従前から市街地が形成されて
いた地区であり、すでに建物等の⽴地がなされています。  

今後、再開発事業などの市街地開発事業や個別の建替えなどの計画が持ち上がった時期
には、適切な誘導⽅法を選択しガイドラインを積極的に活⽤し、⽬指すべき市街地の形成
へ向けた誘導をしていくことが望まれます。 

 
図 既成市街地位置図 

  



9 

（２） JR 津⽥沼駅周辺地域まちづくり検討⽅針の位置づけ 
本検討⽅針は、前述の基本構想や都市マスタープラン等の上位計画を基にガイドライ

ンの趣旨を踏まえつつ、市の表⽞関として、また、広域拠点としてふさわしいまちのイメ

ージと求められる機能を整理しようとするものです。 
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２. これまでの庁内プロジェクトにおける地域課題の整理 
本市では、平成 25 年度に「JR 津⽥沼駅周辺地域まちづくり検討プロジェクト」を設

置しました。本プロジェクトで整理された地域の課題は、分野別にまとめると以下のよ
うに⽰され、地域別にまとめると次⾴に⽰すとおりとなります。 

 
 交通関係 
 駅北側道路の交通渋滞の解消（安全対策） 
 ＪＲ津⽥沼駅と新津⽥沼駅の円滑な移動空間の確保 
 歩道が狭隘であることや歩⾏空間の充実 
 歩道内の既設駐輪場の廃⽌と歩⾏空間の確保（代替駐輪場の確保） 
 市道(00-007 号線)と都市計画道路(3･4･6 号)の交差点改良 
 五差路のバリアフリー化 
 回遊性の向上（地域全体） 
 跨線橋の⽼朽化 
 跨線橋の架け替えによる回遊性の向上 
 歩道整備 
 歩道拡幅 

 
 公園関係 
 津⽥沼 1 丁⽬広場の今後のあり⽅（公共空間としての活⽤） 
 津⽥沼公園の今後のあり⽅（公共空間としての活⽤） 

 
 まちづくり全般 
 低・未利⽤地の今後の活⽤ 
 後背地の⼾建て住宅への配慮 
 交通流動等の抜本的な改善（JR 津⽥沼駅南⼝駅前広場） 
 歩⾏者空間の充実（ロータリー⻄側における歩⾏者動線の確保） 
 ⼤学施設の⼀般開放 

（敷地内通路の開放、敷地内への駐輪場の整備、⼦育て⽀援施設の整備、
図書館、学⾷、展望デッキ等の開放等） 

 
 ＪＲ津⽥沼駅周辺地域全体の現況と課題 
 中⼼市街地としての南北地域の均衡 
 商業環境の活性化とその継続性の確保 
 近隣地域の商業活性化への対応 
 時間消費型の商業施設の不⾜ 
 多⽬的（イベントスペース）の不⾜ 
 地域保健、⺟⼦保健の活動拠点の不⾜ 
 認可保育施設の不⾜ 
 ⼩児医療、産科医療施設の不⾜ 
 ⾼齢者の集う施設の不⾜ 
 避難場所としての機能確保  
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３. ＪＲ津田沼駅周辺地域の現状と分析 
（１） 地域の概要 
1） 地域の変遷 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域の変遷 

ＪＲ津田沼駅周辺地域では、昭和 47年に総武線の複々線化と総武快速線の運転開始、
橋上駅舎の完成により、本格的なまちづくりが始まり、昭和 50年代に大規模商業施設の
開店や駅前広場の整備が進められました。大型商業施設間の激しい競争は全国的にも有
名になりましたが、昭和 60年代には大型店舗の閉鎖やリニューアルが始まり、平成に入
ってから南口のザ･ブロック、北口のイオンモールが完成し現在に至ります。 

 
表 3-1 ＪＲ津田沼駅周辺地域の変遷 

年 主なできごと 
明治 28年 津田沼駅 開業 
昭和 22 年 新津田沼駅 開業 
昭和 27年 千葉工業大学、鉄道第 2 連隊跡地に移転 

昭和 36年 新津田沼駅が藤崎台駅と改称、別途、新津田沼駅を新設 
新京成線は前原－藤崎台－京成津田沼、前原－新津田沼の 2 系統となる。 

昭和 43年 新津田沼駅移転、藤崎台駅を廃止 
新京成線は 2 系統から前原－新津田沼－京成津田沼の 1 系統となる。 

昭和 45年 南口駅前広場の整備、津田沼駅北口土地区画整理事業開始 

昭和 47年 総武本線の複々線化完成。総武快速線の運転開始。橋上駅舎となる。 
第一中学校移転 

昭和 52 年 パルコ、西友 開店 
イトーヨーカドー 開店 

昭和 53年 
南口ペデストリアンデッキ供用開始 
丸井 開店 
習志野文化ホール 開館、サンペデック（ダイエー、髙島屋） 開店 

昭和 54年 仲よし幼稚園 廃園 
昭和 60年 西友 撤退（地下食品売場のみとなる） 
昭和 62 年 北口ペデストリアンデッキ供用開始 
昭和 63年 髙島屋 撤退 
平成元年 津田沼駅北口土地区画整理事業完了 
平成 3年 北総線 新鎌ヶ谷駅開業 
平成 8年 東葉高速鉄道 開業 
平成 10年 ザ･ブロック 開店 
平成 15年 イオンモール 開店 
平成 17年 ダイエー 閉店 
平成 19年 丸井 閉店、ミーナ 開店 
平成 20年 モリシア津田沼 開店 
平成 21 年 南口ペデストリアンデッキにエレベータ新設 
平成 25年 奏の杜 まちびらき 

 
② ＪＲ津田沼駅周辺地域の変遷についての整理 

駅周辺に立地している大規模商業施設は、昭和 45年の区画整理事業に伴い、開発が行
われたことから、昭和 50年代に立地したものが多く、築 40年が経過し、更新や大規模
改修の時期が近いものと考えられます。 
また、ペデストリアンデッキは昭和 53年に南口、昭和 62年に北口が整備され、近年

は経年劣化が見られることから、今後、駅前の景観にふさわしい改修が必要になるもの
と考えられます。  



13 

2） 人口動向 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域の人口 

ＪＲ津田沼駅周辺地域における５歳階級人口分布を見ると、特に奏の杜地区では 30歳
代と乳幼児の占める割合が大きく、逆に高齢者の占める割合は小さくなっています。こ
れは、本市や船橋市全域の人口分布と比較した場合の大きな相違点であり、小さな子ど
もを持つ若い世帯が他の地域よりも多く居住していることがわかります。 

 

 
図 3-1 ＪＲ津田沼駅周辺地域の人口（５歳階級） 

出典：住民基本台帳人口（習志野市・船橋市ホームページ掲載 平成 27年 10月） 
 

集計エリアについて 
  対象エリア全域 ：下記、習志野市域と船橋市域の合計 
  習志野市域   ：奏の杜１～３丁目 
           津田沼１・２丁目 
           谷津１・６・７丁目 
  船橋市域    ：前原西１～３丁目 
           前原東１～３丁目 
  奏の杜     ：奏の杜１～３丁目 
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ＪＲ津田沼駅周辺地域における近年の人口推移を見ると、奏の杜地区で約 5,000人増
加していることが特筆すべき点です。また、習志野市域全体では増加していますが、奏の
杜地区を除いた地域では減少しています。 

 

 
図 3-2 ＪＲ津田沼駅周辺地域の人口推移 

出典：住民基本台帳人口（各年 10月） 
※ 奏の杜全域：平成 23、24年  谷津１・６・７丁目 
※ 平成 25年以降  谷津１・６・７丁目、奏の杜１～３丁目 

 
  

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

対象エリア全域 28,077 28,965 31,283 31,979 33,824

習志野市域 12,465 12,847 15,021 15,540 17,233

船橋市域 15,612 16,118 16,262 16,439 16,591

奏の杜 8,054 8,461 10,668 11,201 12,908

奏の杜以外 4,411 4,386 4,353 4,339 4,325
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② 将来人口推計 

本市の将来人口推計では、平成 32年に総人口は約 17万 4千人でピークを迎え、その
後徐々に減少し、平成 52年には約 16万人となると予測されています。一方では、高齢
者人口は増加することが予測されています。ＪＲ津田沼駅周辺地域における高齢者人口
を平成 22年と平成 27年で比較した場合、約 1.2倍に増加しています。 

 

 
図 3-3 年齢 3区分別人口の推移と人口推計 

出典：習志野市 まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン ・総合戦略（平成 27年 10月）  

凡例 
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図 3-4 ＪＲ津田沼駅周辺地域の高齢者の人口推移 

出典：住民基本台帳人口（各年 10月） 
※ 奏の杜全域：平成 23、24年  谷津 1・6・7丁目 
※ 平成 25年以降  谷津 1・6・7丁目、奏の杜 1～3丁目 

 
③ 人口動向についての整理 

本市の将来人口推計では、平成 32年以降、総人口は減少に転じますが、高齢者人口は
増加し続けることから、更なる少子高齢化の進展が予測されています。 
ＪＲ津田沼駅周辺地域においても今後、少子高齢化の進展が予測されていますが、奏

の杜地区では小さな子どもを持つ若い世帯を中心に人口が増加するものと考えられます。 
同地域においては、子どもから高齢者まで円滑に移動できる歩行環境の配慮など、人

びとが安全で快適に過ごせる環境づくりが必要です。 
少子高齢化が進展する中で乳幼児の人口急増もあり、地域の課題として、高齢者関連

施策と子育て関連施策の双方に注力が必要であることが挙げられます。高齢者関連施策
は中長期的な取組が必要であることに対し、子育て関連施策は待機児童対策など早期の
対応が必要とされています。 
また、奏の杜地区をはじめ低・未利用地等の開発を見据えると、人口の急増に伴う医療

や子育て等のサービス水準の確保が課題と考えられます。 
そして、新たな居住者どうし、あるいは既存の居住者と新たな居住者が良好な関係を

築き、地域に根ざした生活を送るためには地域コミュニティが果たす役割は大きく、そ
の創出を図るための交流の機会や場所の確保が望まれます。 

  

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

対象エリア全域 3,897 4,064 4,380 4,617 4,791

習志野市域 1,604 1,675 1,886 1,989 2,099

船橋市域 2,293 2,389 2,494 2,628 2,692

奏の杜 1,023 1,071 1,254 1,330 1,423

奏の杜以外 581 604 632 659 676
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（２） 類似駅との比較と近年の駅前空間の動向 
1） 類似駅の設定 

比較検討の対象とする類似駅は、ＪＲの乗客数や山手線からの距離がＪＲ津田沼駅の
状況に近く 1、また、ＪＲ津田沼駅と同様に快速停車駅である以下の 6駅とします。（以
下、「類似駅」） 

 船橋駅（ＪＲ総武本線、東武野田線） 
 柏駅（ＪＲ常磐線、東武野田線） 
 八王子駅（ＪＲ中央本線・八高線・横浜線） 
 三鷹駅（ＪＲ中央本線） 
 町田駅（ＪＲ横浜線、小田急小田原線） 
 国分寺駅（ＪＲ中央本線、西武国分寺線・多摩湖線） 

表 3-2 ＪＲ乗客数と駅整備状況 

  
                                                 
1資料編ｐ.1 表 駅情報と乗換え環境を参照 

駅名 ＪＲ乗客数(人) 接続私鉄 接続形態 備考
船橋 135,322 東武野田線 隣接（コンコース隣接）

京成線 駅前広場・道路経由
柏 119,671 東武野田線 隣接（コンコース隣接）

武蔵小杉 119,604 東急東横線 隣接（駅入口が隣接）
町田 110,223 小田急小田原線 駅前広場経由
戸塚 108,933 横浜市営地下鉄 駅前広場経由
国分寺 108,022 西武国分寺線 隣接（乗換改札あり）

西武多摩湖線 隣接（乗換改札あり）
目黒 106,504 東急目黒線、東京メトロ南北線、都営地下鉄三田線 隣接（コンコース隣接） 山手線内駅
藤沢 105,361 小田急江ノ島線 隣接（乗換改札あり）

江ノ島電鉄 駅前広場経由
日暮里 103,809 京成本線 隣接（乗換改札あり） 山手線内駅

日暮里舎人ライナー 駅前広場経由 山手線内駅
千葉 103,592 千葉モノレール 駅前広場経由
錦糸町 103,548 東京メトロ半蔵門線 駅前広場経由
御茶ノ水 103,177 東京メトロ丸ノ内線 駅前道路経由 山手線内駅
津田沼 102,125 新京成線〔新津田沼〕 駅前道路経由 別駅
大井町 101,246 東急大井町線 隣接（コンコース隣接）

りんかい線 連絡通路経由
松戸 98,076 新京成線 隣接（乗換改札あり）

西日暮里 97,918 東京メトロ千代田線 隣接（乗換改札あり） 山手線内駅
日暮里舎人ライナー 駅前道路経由 山手線内駅

神田 97,251 東京メトロ銀座線 隣接（コンコース隣接） 山手線内駅
大船 96,360 湘南モノレール 隣接（コンコース隣接）
大森 93,103 － －
三鷹 92,836 － －
四ツ谷 92,288 東京メトロ丸ノ内線 隣接（コンコース隣接） 山手線内駅

東京メトロ南北線 隣接（コンコース隣接） 山手線内駅
飯田橋 91,325 東京メトロ東西線 連絡通路経由 山手線内駅

東京メトロ有楽町線 連絡通路経由 山手線内駅
東京メトロ南北線 連絡通路経由 山手線内駅
都営地下鉄大江戸線 連絡通路経由 山手線内駅

赤羽 89,489 東京メトロ南北線〔赤羽岩淵〕 駅前広場、商店街経由 別駅
荻窪 85,938 東京メトロ丸ノ内線 隣接（コンコース隣接）
仙台 84,951 仙台市営地下鉄南北線 連絡通路経由 首都圏外
八王子 84,739 京王線〔京王八王子〕 駅前道路経由 別駅
浦和 84,725 － －
水道橋 83,263 都営地下鉄三田線 駅前道路経由 山手線内駅

武蔵溝ノ口 81,509 東急田園都市線 駅前広場経由
川口 80,663 － －
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２）商業集積 
① 駅周辺の小売業の状況 

ＪＲ津田沼駅と類似駅における駅周辺地域（大規模商業施設や商店街を含む）の小売
業の年間販売額を平成 6 年度比の推移で見ると、ＪＲ津田沼駅周辺地域の年間販売額の
低下が最も大きく、平成 19年度は平成 6年度の半分以下になっています。これは、ザ･
ブロック（平成 10年）やイオン（平成 15年）が開店している反面、ダイエーが閉店（平
成 17年）したことが原因のひとつと考えられます。 
また、東葉高速鉄道の開通（平成 8 年）に伴うＪＲ津田沼駅及び新京成新津田沼駅の

乗降客の減少、幕張新都心や南船橋駅周辺への時間消費型機能を持つ大規模商業施設の
立地による消費者の流出、百貨店型からモール型への消費者の志向変化に対応できなく
なった駅周辺の商業施設、買い物をインターネットで済ませる人の増加等が要因と考え
られます。 
売り場面積の推移（同様に平成 6 年度比の推移）においても同様の傾向であり、他の

駅周辺地域に比べ大きく減少しています。 
なお、平成 20年にはモリシア津田沼が開店していることから、上記の減少傾向は若干

改善されているものと推測されます。 
大型小売店舗は数多く立地しているものの、年間販売額は他の地域よりも大きく低下

していることから、大型小売店舗への来客数の減少が推測されます。現在、同地域周辺の
人口は増加傾向であることから、来客数を増加させるための取組が求められます。 
※ 平成 26年に商業統計が実施されていますが、立地環境特性別のデータは現時点で未公表 

 

 
図 3-5 類似駅周辺地域の小売業の年間販売額（平成 6 年度比）の推移 

出典：商業統計調査（経済産業省） 

 
図 3-6 類似駅周辺地域の小売業の売り場面積（平成 6 年度比）の推移 

出典：商業統計調査（経済産業省） 
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② 駅周辺の大型店舗の状況 

ＪＲ津田沼駅と類似駅の周辺地域における大型小売店舗の立地状況を比較すると、 
店舗面積の合計では津田沼駅周辺は柏駅や町田駅と同等であり、１店舗あたりの平均 
規模では類似駅の中で最大です。これは、津田沼駅周辺に大型小売店舗の中でも大規模
なもの（20,000㎡超）が５店舗立地しているためです。 

 

 
図 3-7 駅周辺における大型小売店舗の店舗面積の合計 

出典：2014全国大型小売店総覧（東洋経済） 
 

 
図 3-8 駅周辺における大型小売店舗の平均店舗面積 

出典：2014全国大型小売店総覧（東洋経済） 
 

表 3-3 ＪＲ津田沼駅周辺地域における大型小売店舗 

店舗・ビル 店舗面積 
（㎡） 

駐車場
（台） 

駐輪場
（台） 業態 開設年月 

イオンモリシア津田沼店 33,185 781 800 SC 昭和 53年 10月 
イオン津田沼店 30,655 1,300 2,000 SC 平成 15年 10月 
ユザワヤ津田沼店 20,357 ― ― 専門店 平成 10年 11月 
イトーヨーカ堂津田沼店 20,183 730 253 スーパー 昭和 52年 11月 
ミーナ津田沼 8,796 56 ― 寄合百貨店 昭和 53年  2月 
ベルクフォルテ津田沼 5,718 356 438 スーパー 平成 23年  4月 
東武ストア津田沼店 1,113 24 63 スーパー 平成 24年 11月 
SEIYU津田沼パルコ店 23,112 120 30 SC 昭和 52年  6月 
８店舗合計 143,119 3,367 3,584   
1店舗当り平均店舗面積 17,890     

出典：2014全国大型小売店総覧（東洋経済） 
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③ 商業集積についての整理 

類似駅周辺地域の小売業の年間販売額（平成 6 年度比）の推移（P.18 図 3-7）を 
見ると、類似駅の中で、国分寺駅は、駅周辺地域の年間販売額が平成 14年から 19年に
おいて回復基調にあります。これは、駅ターミナルビルの改装が要因のひとつと考えら
れます。 
国分寺駅にある駅ターミナルビルは、平成元年に開業し、現在、丸井国分寺店を核テナ

ントとして飲食店や衣料品等を扱う店舗、書店、雑貨店等が入る大型の商業施設です。ま
た、国分寺市が運営する「国分寺 Lホール」が 8階に入居しており、多くの利用があり
ます。 
ホールの設置により買い物に限らない来店動機を創出し、利用者に併設する商業施設

の“ついで利用”をしてもらうことで、商業施設と公共ホールの相互利用による施設の活
性化への取組が行われています。 
施設のリニューアルが積極的になされており、平成 15年に大規模な改装が行われ、建

物が 8階建てから 9階建てとなり、平成 18年には駅自由通路から 2階フロアへアクセ
ス可能なエスカレーターが設置されました。商業統計調査の集計は平成 19 年までです
が、それ以降も改装を重ねており、平成 20年には面積を大幅に拡大し、平成 28年にも
段階的に大規模改装を行うとされています。このことにより、時代やライフスタイルの
変化に伴う消費者ニーズの変化に対し、より細かく柔軟に応じ、施設の活性化が図られ
ていることが伺えます。 
同周辺地域の事例から、好ましい商業集積の在り方として、駅から施設への快適な動

線づくり、公共施設との複合化による施設全体の活性化、弾力的な施設更新の 3 つが必
要であると考えられます。 

 
ＪＲ津田沼駅周辺地域では、モリシア津田沼と文化ホールが複合化されており、文化

ホールの利用者がモリシア津田沼内の店舗等を利用することが想定されます。 
しかし、駅から各施設が同一平面上で結ばれておらず、交通機関利用者を回遊、消費活

動等に繋げる仕掛けづくりには、国分寺駅周辺地域等の事例を踏まえ、更なる検討が必
要です。 
また、モリシア津田沼やミーナ津田沼など、新たな商業施設が開店したものの、建物自

体は旧来の百貨店の形態から大きく変化していません。千葉駅、船橋駅等においては新
たな駅ビル等が建設される中、同地域においても時代のニーズに合わせた大規模な施設
更新等が行われることにより、地域全体の活性化につながることが想定されます。 
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3） 土地利用状況 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域の土地利用状況 

ＪＲ津田沼駅周辺地域には、商業施設を中心として業務施設や大学が立地しており、
周囲には住宅が広がっています。 
かつて都心から郊外へと大学の移転が進められたことからもわかるように、本地域の

ような比較的地価の高い駅直近に大学が立地している事例は少なく、校舎の高層化など
高度利用を図りつつ、今後のまちづくりの核として、大学の資源が地域の活性化に資す
ることが期待されています。 

 
凡例 

 
図 3-9 建築物用途別現況図 

出典：都市計画基礎調査（平成 23年度・習志野市実施）  

業務施設 

大学 

商業施設 

商業施設 
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② 土地利用についての整理 

類似駅の中でも八王子駅は、駅から近い場所に商業地域以外の用途が指定されていま
す。同駅の南側地域は、駅近傍に住居系用途地域が指定されており、ＪＲ津田沼駅周辺地
域と似ていますが、北側には国道（甲州街道）があり、これによって同駅と国道との間の
地域が多摩地域でも有数の商業地域として発展してきた経緯があります。 
ＪＲ津田沼駅周辺地域では、駅南側に国道 14号及び 357号が、西側には国道 296号

が位置し、京葉道路、東関東自動車道とのネットワークが形成され、駅南口までの自動車
によるアクセスは比較的良好であると考えられます。こうしたネットワーク形成を背景
に駅南口においてはツアーバスの拠点として活用が図られています。 
しかしながら、駅南北を移動する動線は限られており、駅前広場周辺の道路環境にも

課題があることから、駅を介した南北間の自動車交通流は円滑なものとなっていません。 
駅直近の公共用地が少ない中、自動車交通流を改善するためには、限られた空間や施

設の活用、低・未利用地の利活用、周辺事業者等との連携が不可欠です。 

  
図 3-10 駅周辺の土地利用状況（津田沼駅） 

 

 
図 3-11 駅周辺の土地利用状況（八王子駅） 
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4） 公共ホール等の立地状況 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域における公共ホール等の立地状況 

同地域周辺に立地する主な公共ホール、コミュニティセンター等は 3 施設あり、その
うち 2施設は昭和 50年代に建設されており、老朽化が進んでいます。 

 

 
図 3-12 ＪＲ津田沼駅周辺地域の公共ホール、コミュニティセンター等の位置 

 

 
図 3-13 ＪＲ津田沼駅から望む習志野文化ホール 

  

谷津図書館 
谷津コミュニティーセンター 
平成 8年開館 

習志野文化ホール 
昭和 53年開館 

 
 

モリシアホール 
昭和 53年開館 
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② 類似駅における公共ホール等の立地状況 

ＪＲ津田沼駅周辺地域では、駅前に習志野文化ホールが立地しており、船橋駅、八王子
駅、国分寺駅、三鷹駅も同様に駅周辺に公共ホール等が立地しています。 

 
表 類似駅における駅周辺の公共ホール等の状況 

駅名 施設名称 駅距離 
（ｍ） 

開設 
（年） 

収容数 
（人） 施設分類 

津田沼 

習志野文化ホール 300 昭和 53年 1,475 単独立地 
商業施設が併設 

モリシアホール 300 昭和 53年 220 モリシア津田沼 
オフィス棟 4階 

船橋 

市民文化ホール 450 昭和 53年 1,000 単独立地 

きららホール 100 平成 15年 264 複合施設 
市民文化創造館 6階 

柏 

アミュゼ柏 400 平成 9年 400 単独立地 

けいほくホール 150 ― 100 単独立地 

八王子 オリンパスホール八王子 
（八王子市民会館） 100 平成 23年 2,021 

複合施設 
サザンスカイタワー 
八王子 4〜8階 

町田 町田市民ホール 500 昭和 53年 862 単独立地 

三鷹 

武蔵野芸能劇場 50 ― 154 単独立地 

Three Eight Nine MITAKA 250 ― 170 単独立地 

三鷹産業プラザ 
(703,704,705会議室) 450 平成 15年 150 複合施設 

オフィス 商業 

国分寺 国分寺Ｌホール 50 平成元年 130（Ａホール） 
85（Ｂホール） 

複合施設 
セレオ国分寺 8階 

 
③ 公共ホール等についての整理 

公共ホール等は、将来的な維持管理コスト等を視野に入れ、適正に配置されることが
必要です。また、近隣の類似施設との競合や機能の相互補完に関する検討も必要と考え
られます。 
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 公共ホールの規模について 

公共ホールは、市民に文化芸術にふれる機会を提供し、また、地域の交流の場となる重
要な施設です。 
ＪＲ津田沼駅周辺地域には現在、習志野文化ホールとモリシアホール、大小ふたつの

ホールがあります。 
文化ホールは約 1,500の座席数を有し、首都圏でも有数の優れた音響特性を持ってい

ることから、著名人の公演も行われ、市外からの来館者も多い施設です。一方、学校や市
民による利用も多い施設ですが、規模や使用料の面で小規模な市民利用には適さない場
合もあります。 
モリシアホールは、市民利用に適した広さであり、文化ホールに比べ使用料も抑えら

れていますが、施設の仕様上、用途が限定されています。 

一般的に、大ホールと小ホールは使用目的や用途等の違いから、一方ですべての需要
を満たすことは難しく、ミューザ川崎 シンフォニーホール（川崎市）や大田区民ホール 
アプリコ（大田区）、すみだトリフォニーホール（墨田区）2に見られるように商業的な利
用を主目的とした大規模なホールを整備する場合は、市民が利用しやすい小規模なホー
ルも併設することが、様々なニーズに応えるためには必要です。また、近隣の地域と競合
しない施設であることも重要です。 

市民利用を主目的としたホールは、市民の活発な利用を促すため、利用しやすい料金設
定であることや、多様な市民のニーズに対応できる施設であることが重要です。 

＜様々なサイズのホール設置例＞ 

  
図 3-14 ミューザ川崎             図 3-15 大田区民ホール 

出典：ミューザ川崎、大田区民ホールＨＰ  
                                                 
2資料編ｐ.6 大ホールと小ホールが併設する事例を参照 
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 公共ホールの立地について 

各駅周辺には、駅ビルまたは駅徒歩圏内に公共ホールが立地しています。公共ホール
は、広域からの集客を目的とした場合、交通結節点である駅近傍の立地が望まれます。 
更に、音響など設備面の充実に加え、初めて訪れる人への配慮として、駅からのわかり

やすい動線の確保やバリアフリー対応も必要です。 
 
八王子市民会館は駅から離れた場所（駅から約 1.4km）に立地していましたが、老朽

化により閉館し、新たにＪＲ八王子駅南口前のサザンスカイタワーの 4～8 階部分に設
置されました。 
新設されたホールは、音響設備のレベルや収容人数において、多摩地域有数の施設で

す。駅からホールまで徒歩 1 分であり、デッキで結ばれています。途中には誘導サイン
が設置され、初めての来館者にもわかりやすい動線が確保されているほか、4 階のホー
ル入口まではエスカレータが整備されており、快適な移動が確保されています。 
なお、昭和 38年から同市を研究開発の拠点としているオリンパスが、平成 33年 3月

までの 10年間、施設のネーミングライツ（施設命名権）を取得しています。（当初 5年
間の命名権料は 2,500万円） 

 

 
図 3-16 八王子駅からサザンスカイタワーへの動線 

出典：オリンパスホール八王子ホームページ 
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 大学や企業が所有するホール等の一般開放について 

公共ホール等の設置及び維持管理には多額の費用が必要であり、市単独では限界があ
ることから、公共ホール機能を確保するために、地域にある大学や企業との協力が考え
られます。 

 
昭和女子大学 人見記念講堂（世田谷区）や東京理科大学 葛飾キャンパス 図書館棟

（葛飾区）のように大学が所有するホールの中には、地域貢献として一般開放している
事例があります。これらの施設は、地域の学校の授業や一般企業の会議、民間団体の発表
会等に利用されており、プロの演奏家によるコンサート等、商業的な利用も可能です。し
かし、教育施設の一部であるため、用途や使用日に制限があります。 
また、音響設備のレベルや座席の仕様等、音楽鑑賞や観劇のための設備が整っていな

い場合もあります。 
一般的な公共ホールと同等に利用するためには、設置者と利用者、双方の理解が必要

です。 
 

＜大学や企業が所有するホールの一般開放の事例＞ 
【事例】昭和女子大学 人見記念講堂（世田谷区） 

開設年 ： 
収容人数： 
主な用途： 

 
利用料金： 

昭和 55年（学園創立 60 周年記念） 
2008人 
学内利用、オーケストラコンサート（プロ）、バレエ発表会（一般民間団体）、 
職員会議（一般企業）、区立中学校音楽鑑賞教室等 

 

（円） 8:30-12:00 13:00-17:00 17:00-22:00 
平日 409,500 447,600 533,300 
土日祝 485,700 542,800 640,000 

 
【事例】東京理科大学 葛飾キャンパス 図書館棟（葛飾区） 

開設年 ： 
収容人数： 
主な用途： 
利用料金： 

平成 25年 
600人 
学内利用の他、一般への開放も行っている 
- 
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5） 子育て関連施設の立地状況（産科、小児科、幼稚園、保育施設） 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域における立地状況 

ＪＲ津田沼駅周辺地域における、産科、小児科、幼稚園、保育施設の立地は下図に示す
とおりです。 

 

 
図 3-17 津田沼駅周辺の産科、小児科、幼稚園、保育施設の位置 

 
 

② 子育て関連施設についての整理 

 産科、小児科について 

類似駅では、八王子、柏や三鷹において駅周辺への立地が見られます。 
八王子では、平成 22 年に完成した南口の再開発ビルや駅ビルにクリニックが設置さ

れています。 
 
ＪＲ津田沼駅周辺地域は、鉄道だけではなく、路線バスも充実しており、交通利便性の

高い地域です。医療機関は必ずしも駅周辺に立地する必要がないものもありますが、交
通結節点である駅周辺に立地していることは、駅利用者等に利便性や安心感を提供する
ものと考えられます。 
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近年、ココネリ（西武池袋線練馬駅）3のように大規模商業施設にクリニックモールを
併設するケースが増えているのも、駐車場が完備されていることや、買い物の途中に立
ち寄れることなど、利用者の利便性を追求した結果のひとつと考えられます。同地域に
も大規模な駐車場や商業施設など、様々な施設が立地しています。駅近傍に立地してい
るメリットを活かし、通学や買い物、帰宅途中に立ち寄れる多様な医療機関が立地する
ことによって、周辺住民の利便性や安心感の向上に繋がるものと考えられます。 
なお、駅近傍への医療機関の立地は、多様化する医療ニーズに対応するためのスタッ

フ確保の面でも有利とされています。 
 

 保育所・幼稚園などの子育て関連施設について 

平成 27年度習志野市市民意識調査では、奏の杜地区で約 67％、津田沼地区で約
50％の人が、子育て支援の施策を「特に取り組むべき施策」として挙げており 4、その
充実が望まれています。 
国においても女性の就労が重要視され、共働き世帯の更なる増加が見込まれる中、交

通結節点である駅周辺の保育施設は、子どもを持つ鉄道利用者にとって利用価値が高い
ものと考えられます。 
駅近傍に保育所・幼稚園などの子育て関連施設があることは、子どもを持つ人に働く

機会を保障するとともに、子育てに対する不安や孤立感の解消も期待されます。これに
より、地域経済の更なる活性化が期待されるとともに、子育て家庭にやさしい環境が将
来を担う子どもたちの笑顔を生み出し、まちに魅力をもらたします。 

 
現在、多くの鉄道事業者が鉄道利用者確保という観点から、駅近くに保育施設を設置、

運営しています。 
具体的な事業としては、ＪＲ東日本の子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」5、

西武鉄道の「SEIBUの子育て応援プロジェクト」、京王グループの「京王キッズプラッツ」
などが挙げられます。 

 
また、千葉工業大学でも民間企業と協力し保育施設を設置しており、地域の大学や企

業が市と協力して保育施設を整備する他、近隣市と連携した整備手法も考えられます。 
 

ＪＲ津田沼駅周辺地域の状況として、駅南口周辺では奏の杜地区の人口増加や全市的
な保育需要に対応するため保育施設が増えています。一方、駅北口周辺では船橋市域を
中心に保育施設が整備されています。今後の保育需要を勘案し、同地域内にバランスよ
く保育所・幼稚園などの子育て関連施設が立地することにより、より一層子育てしやす
い環境が整うものと考えられます。 

  

                                                 
3資料編ｐ.7 産科、小児科の事例を参照 
4資料編ｐ.8 平成 27年度習志野市市民意識調査結果を参照 
5資料編ｐ.7 保育所・幼稚園などの子育て関連施設の事例を参照 
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6） 高齢者関連施設の立地状況 
① ＪＲ津田沼駅周辺地域における立地状況 

本市では、60歳以上の高齢者のためのふれあいとくつろぎの公共施設として、老人福
祉センターが市内 2 ヶ所に設置されています。施設では、音楽や美術、語学や俳句、書
道等の教養、料理からスポーツに至るまで様々な活動が行われています。 
ＪＲ津田沼駅周辺地域においては、民間のカルチャーセンター等が複数立地しており、

高齢者の交流の場としても機能しています。 
 

② 高齢者関連施設についての整理 

平成 27年度習志野市市民意識調査において、津田沼、奏の杜、両地区共に 50％近い
人が高齢者施策を「特に取り組むべき施策」として挙げており 6、更なる充実が望まれて
います。 
また、若い世代が増加しつつある奏の杜地区においても、将来的には住民の高齢化が

進むことが予測されており、高齢者が住み慣れた地域において、安全で安心して暮らせ
るよう、買い物等のためにＪＲ津田沼駅周辺地域を訪れた際に休憩できる場の創出など、
日常生活の中で高齢者が利用しやすく、有意義に過ごせる空間づくりが必要です。 
なお、高齢者人口の増加に伴い、高齢者が集い、憩える場が必要と考えられますが、駅

周辺地域という立地特性や民間の活力を効果的に活かすことが求められます。 
 

近年における民間企業の動向としては、イオン葛西のグランド・ジェネレーションモー
ル 7（平成 25年開業）が挙げられ、そこでは 55歳以上のシニア層を主なターゲットとし、
品揃えに加え買い物利便性や滞在快適性に配慮した店舗構成やフロア構成などが展開され
ています。今後、こうした高齢者を意識した商業施設の整備は増えていくものと考えられ
ます。  

                                                 
6資料編ｐ.8 平成 27年度習志野市市民意識調査結果を参照 
7資料編ｐ.9 高齢者関連施設の事例を参照 
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7） 鉄道乗降客数 
① ＪＲ津田沼駅・新京成線新津田沼駅の利用現況 

近年ＪＲ津田沼駅、新京成線新津田沼駅間の乗換え客数が増加している一方、自駅乗
降客数は両駅ともに減少しており、この傾向は類似駅でも同様です。 
乗換え客数の増加は、それぞれの鉄道会社の定期券を購入していた新京成線からＪＲ

線の乗換え利用者（乗換え客数に算入されない）が、IC定期券の相互利用の開始（平成
19年度）によって定期券を一括で購入できるようになったこと（乗換え客数に算入され
る）によるものと考えられます。 
類似駅における乗降客数の合計は、減少傾向が見られる駅（柏、八王子、国分寺）、大

きな変化がない駅（船橋）、増加傾向が見られる駅（町田）とさまざまです。 
今後、生産年齢人口の減少に伴う通勤・通学を目的とした鉄道利用者の減少は、駅周辺

における近年の住宅整備による人口増加の影響を上回ることも考えられます。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ＋      ＋      ＝ 

図 3-18 鉄道乗降客数（日平均乗降客数）対平成 19年度比の推移 
出典：都市交通年報（一般財団法人 運輸政策研究機構） 

  

図 3-18 鉄道利用者のイメージ 

（％） 
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② 乗降客数についての整理 

『鉄道乗降客数（日平均乗降客数）対平成 19年度年比の推移』によると、町田駅では
平成 21 年から 22 年にかけて、自駅乗換と乗り換えの合計人数に増加傾向が見られま
す。これは、同駅周辺地区において、平成 14年度から 20年度にかけ、マンション供給
が進んだことによる人口増が一因と考えられます。特に、ＪＲ町田駅ターミナル口南側
に位置する地区では、平成 12年と平成 18、19年に大規模マンション開発による人口急
増があり、25～39歳の若年層が増加しています。8 
また、沿線における大型商業施設（南町田グランベリーモールなど）の施設拡充や沿線

に立地する高校、大学への通学利用者の増加なども増加要因の一つと考えられ、こうし
た要因が相乗的に作用した結果、町田駅利用者は増加しているものと推察されます。 

 
ＪＲ津田沼駅周辺地域では、奏の杜地区の人口増加によりＪＲ津田沼駅の利用者も増

加することが推測されますが、現在のところ、利用者の大きな伸びは見られない状況で
す。これは、団塊の世代の退職などで鉄道利用者が大きく減少したことが、増加分を相殺
しているものと考えられます。 

 

 
図 3-19 鉄道乗降客数（日平均乗降客数）対平成 19年度比の推移（町田駅） 

※ 平成 19年度の乗換えが集計されていないため、平成 20年度を基準としています。 

 
  

                                                 
8資料編ｐ.11 町田駅周辺地区の人口・世帯数の推移（住民基本台帳ベース）を参照 
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8） 駅利用者の交通手段 
① 津田沼駅の現況 

ＪＲ津田沼駅、新京成線新津田沼駅利用者の平成 10年から平成 20年に至る交通手段
分担率の推移を見ると、路線バスの利用者数は 3 万人強で推移しているものの利用割合
が 25.8％から 22.3％へと減少している一方、徒歩利用の割合は 52.4％から 60.6％へ
と増加しています。これは、徒歩圏における住宅開発が進んだことなどが原因と考えら
れます。 
類似駅についても、駅利用者の交通手段は路線バスや自家用車の割合が減少し、自転

車や徒歩が増加するという JR津田沼駅と同様の傾向が見られます。 
 

 
図 3-20 駅利用者の交通機関シェアの推移 

出典：東京都市圏パーソントリップ調査 
 

② 駅利用者の交通手段分担率に関する整理 

ＪＲ津田沼駅周辺地域は比較的バス路線網が充実した地域であるといえます。 
駅周辺では、路上での乗降や時間調整のための停車が行われており、バス乗降場の確

保をはじめとした交通結節点としての施設改善が必要です。 
また、自転車や徒歩は増加傾向にあります。自転車については、駅北側の駐輪施設の不

足を解消することが必要と考えられます。歩道上の駐輪場は通勤目的での利用が多く、
ほぼ一日駐輪されるため、歩道が狭められることとなり、歩行者による乱横断の一因に
もなっているものと考えられます。 
駅周辺地区の居住者の増加を踏まえ、自転車、歩行者の増加に応じた歩行空間の確保

とともに、回遊性の高いネットワークの充実が必要です。 
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9） 駅前広場 
① 駅前広場の状況 

ＪＲ津田沼駅の南北には、7,000 ㎡を超える駅前広場が都市計画決定され整備されて
います。また、南口の道路上では企業バスや大型商業施設への送迎バスの乗降が実施さ
れています。 
一方、新津田沼駅直近には駅前広場と呼べるだけのスペースはなく、公共交通機関の

乗降のほとんどをＪＲ津田沼駅南北の駅前広場が担っています。 
 

 
図 3-21 駅前の状況 

       駅前広場 
       線路（ＪＲ線）を跨ぐルート 

 
 
 
 
 

図 3-22 道路上でのバス停車の様子 
（千葉工業大学正門前付近）

  

千葉工大 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 
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② 駅前広場と鉄道を横断する通路についての整理 

類似駅の中で町田駅を除くほとんどの駅では、駅の両側に駅前広場が整備され、交通
結節点としての機能を果たしています。また、船橋駅南口や柏駅西口など、駅前広場に接
続する道路上に路線バスの乗降場が整備されている事例もあります。 
鉄道を跨ぐ通路は、鉄道が高架になっている船橋駅を除くと数は限られていますが、

柏駅には階段を使わずに利用できる通路が３箇所整備されています。 
柏駅のように鉄道を横断する通路が数多く整備されているまちでは、移動時の経路短

縮だけではなく、鉄道を挟む地域での回遊性が確保され、まちの一体感も醸成されてい
ると考えられます。 
津田沼駅では、階段を利用せずに利用できる動線が 1 箇所であることから、まちの回

遊性を更に高めるためにも階段を利用しない動線や段差のない動線の整備が必要です。 
 
Ａ．西側跨線橋の様子 

   
図 3-23 西側跨線橋（外観）     図 3-24 西側跨線橋 

Ｂ. 駅通路（改札前通路、自由通路）の様子 

   
図 3-25 ＪＲ津田沼駅改札前通路  図 3-26 ＪＲ津田沼駅自由通路 

Ｃ．東側跨線橋の様子 

  
図 3-27 東側跨線橋（外観）      図 3-28 東側跨線橋  
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（３） 実態調査 
実態調査はＪＲ津田沼駅及び新京成線新津田沼駅周辺における交通面での課題を把握、

検証することを目的に自動車交通に係る調査として南口駅前広場周辺の断面交通量調査
を、歩行者交通に係る調査として駅南北に整備されている歩行者デッキや跨線橋、ＪＲ
津田沼駅北口駅前の幹線道路における断面歩行者交通量調査を実施しました。 

 

1） 実施概要 
① 自動車交通 

ＪＲ津田沼駅南口駅前広場周辺における交差点、計 3 箇所において、自動車交通量を
把握するため、調査を行いました。 

 
＜調査日・調査時間＞ 

平成 27年 9月 29日（火）午前 7時～30日（水）午前 7時 
 

＜調査場所＞ 

 
図 3-29 自動車交通量調査位置図 

  

①  
②  

③  
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② 歩行者交通 

ＪＲ津田沼駅及び新津田沼駅周辺の 17断面において、歩行者交通量を把握するため、
調査を行いました。 

 
＜調査日・調査時間＞ 

平成 27年 9月 29日（火）午前 7時～30日（水）午前 7時 
 

＜調査場所＞ 

 
図 3-30 歩行者交通量調査位置図 

  

横断歩道 

横断歩道橋･デッキ 
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2） 調査結果 
① 自動車交通 
 
＜現状＞ 

南口駅前広場周辺道路の断面毎の通過交通量と割合は下表の通りです。断面ＢやＣで
は約半数が通過交通となっています。 
※ 通過とは、広場内における人の乗降がなく、広場を通過している車両を示します。 
 

表 3-4 断面交通量 

 断面 A 断面 B 断面 C 

断面交通量（台） 3,867 7,764 8,196 

通過交通量（台） 1,536 3,473 4,269 

 通過割合 （％） 39.7％ 44.7％ 52.1％ 

 
 

＜課題＞ 

駅前広場は、本来、交通結節点としての機能を担う場所です。南口駅前広場では、通過
交通のための空間があるため、本来の機能が果たされていない状況にあると考えられま
す。駅前広場本来の機能を十分に発揮するためには、通過交通の動線に関する検討が必
要です。 

 

 
図 3-31 断面交通量 
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② 歩行者交通 
 

 南北駅前広場周辺について 
＜現状＞ 

北口のデッキを利用する人は約 12 万人であるのに対し、南口は約 3.4 万人となって
おり、利用者数に大きな差が見られます。 
北口では朝の時間帯を中心に、ＪＲ線と新京成線の乗換で多くの人が通行しています。 
 

＜課題＞ 

南口については、交通処理上の大きな問題は見られません。 
北口については、サービス水準を踏まえれば、交通処理上ピーク時における歩行者空

間の不足が見られます。 
デッキ上の新津田沼駅方面（前頁図 断面Ｄ）では、15 分間（午前 7 時 30 分～7 時

45 分）に 2,411 人の歩行者交通があり、現在の幅員ではサービス水準がＢ※に相当し
ます。サービス水準をＡにするためには約 1ｍの拡幅が必要です。 
※ 2,411人/15分÷15分÷5ｍ＝32人/ｍ・分 

 
ぶらり東通りのＪＲ線側の歩道（りそな銀行前付近：前頁図 断面Ｅ）では、15 分間

（午前 7 時 15 分～7 時 30 分）に 1,533 人の歩行者交通があり、現在の幅員では下記
の表のサービス水準Ｃに相当します。サービス水準をＡにするためには約 2ｍの拡幅が
必要です。 
※ 1,533人/15分÷15分÷2ｍ＝51.1人/ｍ・分 

 
表 3-5 歩道のサービス水準 

 
出典：大規模開発地区関連交通計画マニュアル（国土交通省） 

 
  

Ａ 歩行自由      ～27人／ｍ・分 

Ｂ やや制約    27 ～ 51 

Ｃ やや困難    51 ～ 71 

Ｄ 困難      71 ～ 87 

Ｅ ほとんど不可能 87 ～ 100 
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 跨線橋（前頁図参照） 
＜現状＞ 

ミーナ津田沼と千葉工大前の歩道を接続する跨線橋では、午前７時～午前８時に千葉
工大方面、午後 3時～午後 8時にミーナ津田沼方面への交通量が多くなっています。 

24時間の交通量は、駅の自由通路における約 16,000人よりは少ないものの、約 9,500
人と多くの人が利用しています。 
一方、跨線橋利用者の中で自転車利用は約 1,200人であり、駅の自由通路における自

転車利用の約 20人と比べ跨線橋の方が圧倒的に多く利用されています。 
 

＜課題＞ 

跨線橋の幅員は約 2.5ｍとなっていますが、自転車の通行が多く（ピーク時間で 134
台/時）、歩行者がすれ違い、かつ自転車がその横を通過すると、空間に余裕がない状態と
なっています。（実際には、降りて自転車を押しているため、必要とされる幅は更に広が
ります） 

 
 

 
 

図 3-32 道路利用者の基本的な寸法（通行時） 
出典：『新時代の”道の姿を求めて”』道路広報センター 

  

歩行者 歩行者  自転車 

0.75m  0.75m   1.00m 

2.50m 
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（４） ヒアリング調査 
JR津田沼駅周辺地域の関係者に対し、地域に求められている機能や施設、環境などに

ついてヒアリング調査を実施し、検討方針を策定する上での基礎資料としました。 
 

1） ヒアリング実施概要 
① 商業関連者及び地権者（商業ビル管理者） 

JR津田沼駅周辺地域の商業関連者及び地権者（商業ビル管理者）としての立場から意
見を伺いました。 

 
＜調査期間＞ 
 商業関連者 

平成 27年 10月 13日（火）～10月 16日（金） 

 地権者（商業ビル管理者） 
平成 27年 10月 23日（金）～11月 18日 (水)  

 
＜調査対象者＞ 
 商業関連者 

 津田沼南口商店会  前原商店会 
 津田沼 1丁目商店会  

 地権者（商業ビル管理者） 
 新京成電鉄株式会社  津田沼パルコ 
 JR東日本 千葉支社  ザ・ブロック 
 モリシア津田沼  千葉工業大学 
 イオンモール津田沼  

 
＜調査内容＞ 

１．ＪＲ津田沼駅周辺地域全体について 
 ＪＲ津田沼駅周辺地域の特徴（津田沼らしさ、近隣市との比較等） 
 ＪＲ津田沼駅周辺地域の魅力（地域の活性化のため、活かすべき事柄、場所等） 
 本地域に望ましいまちづくりの在り方（望ましい「まちのイメージ」等） 

２．ＪＲ津田沼駅周辺地域で、事業を営むことについて（立地等） 
 ＪＲ津田沼駅の南口、北口周辺の立地環境について（南北の差異等） 
 本地域で事業を営むことの優位性について 
 今後の事業展開において活用したい地域の潜在性（ポテンシャル）について 
 過去から将来にわたる周辺環境、事業環境の変化と、それに係る対応について 

  



42 

３．ＪＲ津田沼駅周辺地域の交通環境について 
 ＪＲ津田沼駅を挟んだ南北の回遊性について（歩行者、自転車） 
 ＪＲ津田沼駅～新津田沼駅の乗り換え環境について 
 南北ロータリー周辺の状況について（バス・タクシー・自家用車） 
 自動車、自動二輪、自転車の利用について（移動環境、駐車・駐輪環境等） 

４．その他 
 地域と連携した取組について（現状、将来） 

 
 

② 交通事業者 

交通事業者としての立場から意見を伺いました。 
 

＜調査期間＞ 
平成 27年 12月 21日（月）～平成 28年 1月 4日（月） 

 
＜調査対象者＞ 

 タクシー事業者 
 一般社団法人千葉県タクシー協会（京葉東部地区タクシー運営委員会） 

 バス事業者 
 一般社団法人千葉県バス協会 
 京成バス株式会社 
 船橋新京成バス株式会社 

 
＜調査内容＞ 

（ＪＲ津田沼駅周辺地域の特性等について） 
１．公共交通事業者として考える、ＪＲ津田沼駅周辺地域の特性や魅力について 
２．公共交通事業者として考える、JR津田沼駅周辺地域の優位性について（他駅と

比較し感じた違い等） 
３．今後の事業展開において活用したい地域の潜在性（ポテンシャル）について 

（ＪＲ津田沼駅周辺地域の交通環境について） 
４．地域全体及び南北ロータリー周辺の交通環境について（乗入れ環境や混雑状況

等の現状や課題等） 
５．公共交通事業者として望ましい駅前広場について（駅前広場の形状、利用方

法、ロータリー内外の車線数、幅員） 
６．JR津田沼駅のターミナルとしての可能性について（バス→バス、電車→バス、

電車→タクシー等） 
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2） ヒアリング結果概要の整理 

ヒアリング調査の結果を基に、主な意見をまとめると以下のように整理されます。9 
 
① 商業関連者等 

＜JR津田沼駅周辺地域の移動環境の課題＞ 
 南北間の移動の不便さ 
 二駅間や駅と駅周辺施設とを結ぶ動線 
 歩行空間の狭さ 
 バリアフリー動線の充実も含めた回遊性の向上 
 

② 交通事業者 

＜バスに関しての課題＞ 
 バス停留スペースの設置 
 長距離バスの乗降場の不足 
 バスプール等の設置等 
 

③ 商業主等 

＜まちづくりに関しての課題＞ 
 産･学･官が連携したまちづくり 
 地域一体としての商業、業務機能の向上 
 滞在型のまちの形成 
 まちの魅力作り 

                                                 
9資料編ｐ.12 ヒアリング調査を参照 



44 

４.JR津田沼駅周辺地域のまちのイメージ 
ここでは、ＪＲ津田沼駅周辺地域の位置付けを踏まえつつ、現状分析、実態調査、類

似駅周辺地域との比較、まちづくりに密接に係る産・学の関係者からの意見や要望等を
把握した上で、今後の JR津田沼駅周辺地域に求められる「まちのイメージ」を描きま
した。 

 
 
 
公共交通の充実、高い商業集積、駅直近の大学の立地、新たな住宅地の開発といった

JR津田沼駅周辺地域の強みを活かした「歩きたいまち」の具体的なイメージは次のと
おりです。※ここでの「歩く」は、歩行だけではなく様々な手段や方法での移動を意味します。 
 
■「歩きたいまち」の具体的イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 ■「訪れたいまち」・「住みたいまち」へ 

現在、JR津田沼駅周辺地域では、鉄道利用者だけでも日々27万人が行き交っていま
す。こうした人たちが単なる「通過」に留まることなく、まちに滞留することにより、
一層まちの賑わいが生み出されます。そのためには、魅力的で個性ある商業施設や充実
した案内サイン、安全で快適な歩行空間などが必要です。同地域は、「歩きたいまち」
から「訪れたいまち」への発展も期待されます。 
また、平成 27 年度習志野市市民意識調査によれば、津田沼地区や奏の杜地区居住者

の 80%以上が、交通利便性を「住みやすい理由」として挙げています 10。同地区の強
みである交通利便性に、「歩きたいまち」としての機能が備わることによって、「住みた
いまち」への発展も見込まれます。 

  

                                                 
10資料編ｐ.23 平成 27 年度習志野市市民意識調査結果を参照 

いいね！駅近 歩きたいまち 

 誰もが歩きたくなる安全で快適な歩行空間を備えたまち 
 目的地まで迷わず歩ける歩行空間を備えたまち 
 魅力的で個性ある商業施設や公共スペースを備えたまち 
 生活施設や公共交通機関へ快適にアクセスできるまち 
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■現在と将来のイメージ 
現在のＪＲ津田沼駅周辺地域は、駅前に大学が立地し、商業集積が高いものの、南北

間の回遊や乗換え利便性などの面で課題があります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
商業機能や文化機能、教育（大学）機能など既存の強みを回遊機能等により更に強化

するとともに、業務機能や居住機能などを新たに付加することにより活気あふれる地域
が形成されます。 

  

現在 

将来 

高い商業集積 
地域全体の 

回遊性に課題 
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５.イメージの実現に向けて求められる機能 
前項目で示した「まちのイメージ」を実現するため、ＪＲ津田沼駅周辺地域に求めら

れる機能として次の５点が挙げられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   機能の充実により、まちの魅力を総合的に引き上げることが期待されます。 

 
図 4-1 まちのイメージと機能との関係  

（１）時間消費機能 
（２）交流創出機能 
（３）高品質な空間創出機能 
（４）回遊機能 
（５）交通結節機能 

【まちのイメージ】 

時 間 消 費 機 能 

交 流 創 出 機 能 

回 遊 機 能 

【イメージ実現に求められる機能】 

交 通 結 節 機 能 

注     機能間の補完 

いいね！駅近 歩きたいまち 

 

訪れたいまち 

 

住みたいまち 
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（１） 時間消費機能 

 
 

■本機能が求められる理由 
経済産業省が実施した商業統計調査 11によると、ＪＲ津田沼駅周辺地域では平成 6年

を基準として、平成 19年では商業販売額が半分以下に減少しています。これには次の
要因が考えられます。 
①幕張新都心や南船橋駅周辺などで時間消費型機能を持った大規模商業施設の立地
が進み、消費者の流出が進んだこと 

②駅周辺の大規模商業施設の多くが昭和 50年代に整備されており、百貨店型から
モール型への消費者の志向の変化に対応できなくなってきていること 

③近年のインターネット環境の充実に伴い、買い物はインターネットで済ませる人
が増えたこと 

近年の消費者は、日常的な買い物はインターネット等を利用して済ませ、余暇を有意
義に過ごすことができる空間を求め、まちや商業施設を訪れる傾向が見られます。貴重
な時間を有意義に過ごしたと感じられる、まちの付加価値を提供することが求められて
います。 
関係者へのヒアリングから、同地区周辺の事業者は、幅広い年齢層を対象に事業を行

っている傾向が強いことがわかります。また、地元商店会からは、人々が集い、憩える
空間を望む声があることから、今後も、ファミリー層や学生、高齢者まで、幅広い世代
の人びとが集い、語らい、楽しめるまちづくりが求められています。 
同地域における時間消費機能確保に向けた取組として、具体的には次のような事例が

考えられます。 
 

【事例】12 
まちの滞在時間を増加させる工夫 

三井アウトレットパーク入間    モリタウンアウトドアビレッジ 
（埼玉県入間市）          （東京都昭島市） 

 
 
 
 

 
 

 
有意義に時間を消費できる空間の創出 

 蔦屋家電（東京都世田谷区） 
 オープンWiFi施設の整備  

                                                 
11本編ｐ.18 図 3-5 類似駅周辺地域の小売業の年間販売額（平成 6年度比）の推移を参照 
12資料編ｐ.24  

“時間消費機能”とは、ここでは、 
「まとまった時間、まちに有意義に滞在することができるような施設や空間」 

をさします。 
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（２） 交流創出機能 

 
 
■本機能が求められる理由 

本市は、まちづくりの基本理念として文教住宅都市憲章を掲げ、教育に力をそそぎ、
すぐれた文化をはぐくむ調和のとれたまちづくりに取り組んでいます。 
現在、ＪＲ津田沼駅周辺地域には、商業・業務・文化・教育・医療など様々な機能が

集積していますが、本市の文化・芸術の中心であるとともに交流や情報発信の拠点機能
を持つ習志野文化ホールは、築 37年が経過し、老朽化への対応が必要です。 
平成 27年度習志野市市民意識調査では、公民館や図書館等、生涯学習施設の整備を

「特に取り組むべき施策」として挙げている割合が、奏の杜地区では 55％、津田沼地
区でも 32％と他の施策と比較して高く、同地域には、コミュニティ活動や生涯学習活
動のため、市民が多用途・多目的に使用できるスペースが求められていることがわかり
ます。 
駅南口に隣接する千葉工業大学は社会連携を目的として、公開講座の実施など地域に

開かれた取組を進めており、本市における知の拠点としての役割を担っています。ま
た、地元事業者と連携し、“津田沼ミラクル”や“ツダヌマ～ル”13といった地域活性化に
関するイベントに協力するなど、大学と地元との連携も数多く実現されています。更
に、災害対応ロボットの開発や流星観測カメラシステムの打ち上げをはじめとした最先
端の技術により、本市を PRする役割も担っています。 
教育と文化が調和し、人々の交流が生まれるまちを実現するためにも、今後更に市と

大学、企業など多様な主体が連携し、広域拠点にふさわしい交流や情報発信を創出する
ことが求められます。 
同地域における交流創出機能の確保に向けた取組として、具体的には次のような事例

が考えられます。 
 

【事例】14 
公共ホールの施設更新に合せた多機能化 

 小金井 宮地楽器ホール（小金井市） 
駅前に大学が立地する利点を活かし、社会人向け講座など地域に開かれたイベント実施 

 東京理科大学 葛飾キャンパス 図書館棟 （東京都葛飾区） 
一般に開かれた取組 

 千葉工業大学 東京スカイツリータウンキャンパス 
市と企業が連携して交流機能を創出した例 

 日野自動車 21世紀センター（日野オートプラザ）  

                                                 
13 資料編ｐ.27 地元事業者との連携事例を参照 
14 資料編ｐ.26、27 

“交流創出機能”とは、ここでは、 
「高齢者や子どもなど多様な人々が交流することができるような施設や空間」 

をさします。 
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（３） 高品質な空間創出機能 

 
 
■本機能が求められる理由 

関係者へのヒアリングによると、現在のＪＲ津田沼駅周辺地域は、鉄道やバス、タク
シーなどを乗り換える人は多いものの、まちに立ち寄ること（買い物や飲食）を目的と
する人は多くないとされています。 
また、新京成線沿線自治体の松戸市、鎌ヶ谷市、船橋市において、通勤や通学で定期

券を所有する割合が高いと考えられる 15～64歳の人口は、各市とも既に減少傾向にあ
り 15、これに伴い、新津田沼駅とＪＲ津田沼駅の乗り換え客数の減少も考えられます。 
更に、人口減少・少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少により、今後、駅単一の乗降

客数の減少も考えられます。 
こうした状況においても、まちの賑わいを創出するためには、同地域の特徴・強みを

生かした知名度とブランド力を向上させ、同地域を目的地とする来街者や定住者を創出
することが必要です。 
なお、来街者には、買い物や飲食、文化活動、教育などの目的だけではなく、業務機

能に対する期待も挙げられます。ＪＲ津田沼駅周辺地域は、ＪＲ線と新京成線の接続点
であるだけではなく、２つの高速道路インターチェンジにも近く、空港アクセスが至便
な地域であり、この立地特性を活かせる企業の進出が考えられます。今後は企業進出を
待つだけではなく、魅力的な企業、商店、飲食店などを地元事業者と共同で誘致するな
ど、積極的な取組も必要です。 
また、時間消費機能の項目でも述べたとおり、近年の消費者は有意義に時間を消費で

きる空間を求めて、まちや商業施設を訪れる傾向が見られることから、既存の枠にとら
われない新たな施設形態、業務形態を誘導する必要があります。 
同地域における高品質な空間創出機能の確保に向けた取組として、具体的には次のよ

うな事例が考えられます。 
 

【事例】16 
施設更新に合せたブランド力の向上と拠点のリニューアル 

 二子玉川 RISE（東京都世田谷区） 
 安藤ストリート（東京都調布市） 

 
  

                                                 
15 資料編ｐ.29 松戸市、鎌ヶ谷市、船橋市における将来人口推計を参照 
16 資料編ｐ.29  

“高品質な空間創出機能”とは、ここでは、 
「その風景や施設があることで、このまちをふたたび訪れたくなるような施設や空間」 

をさします。 
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（４） 回遊機能 

 
 

■本機能が求められる理由 
ＪＲ津田沼駅周辺地域では、駅周辺に点在する様々な施設を接続するペデストリアン

デッキが南北方向に整備されています。また、駅東側にはＪＲ線の南北を接続する跨線
橋が整備されています。 
駅南側に整備されているデッキは、津田沼公園の園路に接続されており、高低差があ

ります。また、駅東側に位置する跨線橋は、昇降施設が整備されていないことに加え、
限られた幅員を自転車と人が相互に通行しています。関係者ヒアリングでも、南北間の
移動利便性向上に関する地域のニーズが高いことがわかりました。 
ＪＲ線と新京成線の乗換え動線については、歩道のサービス水準 17に基づき自由歩行

が可能である「水準Ａ」を確保するためには、歩道の一部で歩行空間が不足していま
す。また、歩行空間の不足に起因するものとして、特に通勤時間帯に歩行者が車道を乱
横断する状況が見られます。乗り換え利便性の向上は、関係者ヒアリングでも求められ
ています。 
乗換え利便性の向上を含む回遊機能の向上により、商業施設、文化施設、大学など、

施設間の移動が活発化し、新たな消費や交流が喚起されます。 
同地域における回遊機能確保に向けた取組として、具体的には次のような事例が考え

られます。 
 

【事例】18 
移動の利便性、快適性の向上 

 さいたま新都心駅（埼玉県さいたま市） 
 横浜日産本社ギャラリー（神奈川県横浜市） 

道路外の空間を活用した交通結節機能の充実 
 オアシス２１（愛知県名古屋市） 

 
  

                                                 
17大規模開発地区関連交通計画マニュアル（国土交通省） 
18資料編ｐ.30、31 

“回遊機能”とは、ここでは、 
「まちをスムーズに移動でき、回遊することが可能となるような施設や空間」 

をさします。 
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（５） 交通結節機能 

 
 
■本機能が求められる理由 

ＪＲ津田沼駅の南北にはそれぞれ駅前広場が整備されており、鉄道、バス、タクシー
などが集積する交通結節点となっています。 
また、南口駅前広場の周辺では、道路上において企業バスや施設送迎バスなどの乗降

が実施されており、北口駅前広場の周辺では、パルコ前で乗客を降車させた路線バス
が、次の発車までの時間調整のため、そのまま停車しています。これらは、本来、駅前
広場で対応するものです。 
 現在、ＪＲ津田沼駅の北口駅前広場には路線バスが 21路線乗り入れています。平日
の朝ピーク時(7時台)では 83本、夕方のピーク時(18時台)で 67本）、空港連絡バスな
どの高速バスが 1路線、また、南口駅前広場には路線バスが 14路線、平日、朝ピーク
時(７時台)で 14本、夕方ピーク時(18時台)で 18本、空港連絡バスなどの高速バスが
2路線、企業・送迎バスが 10社乗り入れており、このことから路上で乗降を実施して
いるバスを取り込める余裕がない状態です。なお、北口周辺では、6時台～20時台ま
で、1日 31本のハッピーバスが運行しています。 
駅前広場を利用する公共交通事業者等にアンケート調査を実施した結果、駅前広場に

おける一般車とバス等との交錯について多くの指摘がなされたほか、タクシーの待機場
所についても改善を求める意見がありました。 
２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、国内だけでなく海外

からの来訪者の増加が予想され、空港等を結ぶ高速バスや観光バスの利用は更に活発化
するものと考えられます。 
広域拠点である同地域にとって、駅前広場は「まちの顔」であり、まちの第一印象を

決める重要な施設です。駅前広場には、時代の変化とニーズに十分対応できる交通結節
機能の充実が求められます。 
同地域における交通結節機能確保に向けた取組として、具体的には次のような事例が

考えられます。 
 

【事例】19 
駅周辺の公共敷地を活用した立体的な機能の充実 

 新横浜駅北口駅前広場（神奈川県横浜市） 
道路外の空間を活用した交通結節機能の充実 

 オアシス２１（愛知県名古屋市） 

                                                 
19資料編ｐ.32、33 

“交通結節機能”とは、ここでは、 
「広域拠点として交通手段どうしの乗換えが抵抗なくできるような施設や空間」 

をさします。 
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3．JR津田沼駅周辺地域の現状と分析 
（２）類似駅との比較と近年の駅前空間の動向 

 
駅情報と乗換え環境 

JR駅名 所在地 
JR 私鉄 

接続形態、距離 乗換え環境 バス集積状況 津田沼駅との共通点・参考点 
路線 乗客数(人) 

停車 
（各停以外） 

接続私鉄 乗降人員(人) 

津田沼 
千葉県習志野市 
（船橋市が隣接） 

総武線 102,125  
快速、 
一部特急 

新京成線 70,700 
駅前道路経由 

400ｍ 

JR線、新京成線共に鉄道が地上、橋上駅舎とな
っており、駅舎から連続してデッキが整備され
ているが、デッキ相互は接続していないため、
地上部分に一度下りて乗換える必要がある。 

(北口)路線バス 22系統 
※一部、新津田沼駅経由 
(南口)路線バス 13系統 
   空港連絡バス(羽田空港) 

・別駅（新津田沼駅） 

柏 千葉県柏市 常磐線 119,671 
快速、 
一部特急 

東武野田線 138,478 
隣接 

（コンコース隣接） 

ＪＲ線、東武線共に鉄道が地上、橋上駅舎とな
っており、南北の駅改札口に接続する２本のデ
ッキと駅の北側、南側にある跨線橋が整備され
ている。 
駅の東西には橋上駅舎から連続したデッキが
整備されており、駅前広場周辺の商業施設に
接続している。 

(東口)路線バス 17系統 
   企業バス 
(西口)路線バス 15系統 
   空港連絡バス 
   夜行高速バス 

・自由通路における自転車の通行
は不可 

・大型商業施設が隣接 

船橋 千葉県船橋市 総武線 135,322 
快速、 
一部特急 

東武野田線 112,000 
デッキ経由 
約 200ｍ 

ＪＲ・東武は高架駅、地上改札、京成線は高架
駅、高架上の改札口となっており、ＪＲ南口駅
前広場まではデッキレベルで連続している。Ｊ
Ｒ・東武改札口へは一度地上に下りる必要があ
るが、道路横断の必要はない。 

(北口)路線バス 27系統 
(南口)路線バス 5系統 

空港連絡バス（羽田空港） 

・別駅（京成船橋駅） 
・ＪＲ線と京成線に挟まれた区域
で再開発構想が作成されている
が、フェイスビルのみが完成し
ている状況で、検討は進んでい
ない。 

八王子 東京都八王子市 
中央線 
横浜線 
八高線 

84,739 
快速、 
特別快速 
特急 

京王線 58,578 

 
駅前道路経由 
約 400m 

 

ＪＲは鉄道が地上、橋上駅舎となっており、駅
前広場のバスターミナルデッキと接続。京王線
は鉄道、改札共に地下。両駅間の乗換え移動に
は一度地上に出る必要がある。 

(北口)路線バス 50系統以上 
   空港連絡バス(羽田、成田) 
   夜行高速バス 
(南口)路線バス 18系統 
   スクールバス 
   夜行高速バス 

・別駅（京王八王子） 
・駅間が離れているが、歩行ルート
が比較的限定されているため
乱横断は少ない。 

・JR駅前のバスターミナルと別に
京王八王子駅の１階部分がバス
ターミナル（約 50系統の路線バ
スと夜行高速バス、空港連絡バ
スが発着）となっている。 

町田 
東京都町田市 

（神奈川県相模原市
が隣接） 

横浜線 110,223 快速 小田急小田原線 289,013 駅前広場経由 

JＲ線は平面、橋上駅舎。小田急線は高架線、駅
ビル内改札となっており、それぞれの駅舎はデ
ッキで接続されている。（デッキと改札に段差
がある） 

駅前の町田バスセンターからは 50 系
統を超える路線バスと夜行高速バス、
空港連絡バスなどが発着しており、一
部の路線では幕張地区で採用されて
いる連節バスが採用されている。 

・駅周辺の再編計画あり。 
・複数の商業ビルの 2 階部分にデ
ッキが連続しており、集客しや
すい構造になっている。 

国分寺 東京都国分寺市 中央線 108,022 
快速、 
特別快速 

西武国分寺線 

116,316 

隣接 
（乗換改札あり） ＪＲ線、西武線共に平面、橋上駅舎となってお

り、それぞれの改札口が自由通路に面している
ほか、連絡改札口も設けられている。 

(北口)路線バス 14系統 
(南口)路線バス 6系統 
   空港連絡バス（羽田） 

・駅周辺で再開発の予定 
・自由通路を通じて商業ビルへの
アクセスが可能となっている。 西武多摩湖線 

隣接 
（乗換改札あり） 

三鷹 
三鷹市（駅南西部） 
武蔵野市(駅北東部) 

中央線 92,836 
快速 

特別快速 
－ － － 鉄道が平面、橋上駅舎となっており、南口には

デッキが整備されている。 
(北口)路線バス 20系統 
(南口)路線バス 29系統 

・駅周辺で再開発の予定 
・駅の真下を流れる玉川上水が市
境 

・駅西側に鉄道車庫が整備 
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類似駅の整理 
 津田沼駅 船橋駅 柏駅 八王子駅 
3）土地利用 
（用途地域図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

4）公共ホール等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

5） 子育て関連施設 
 
凡例 

幼稚園 
保育施設 
産科 
小児科 
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類似駅の整理 
 津田沼駅 船橋駅 柏駅 八王子駅 
7）鉄道乗降客数 
（日平均乗降客数）対
平成 19年度比の推移 
 
 
 
 
     
8）駅利用者の 
  交通手段 
出典：東京都市圏パーソントリッ

プ調査 

 
凡例 
  路線バス 
  タクシー 
  自家用車 
  バイク 
  自転車 
  徒歩 
 

 
 

 

 

9）駅前広場 
 
凡例 
  駅前広場 
  線路（JR線）を跨

ぐルート 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
  

※ 平成 19年度の乗換えが集計されていないため、 
平成 20年度を基準としています。 
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類似駅の整理 
 津田沼駅 三鷹駅 町田駅 国分寺駅 
3）土地利用 
（用途地域図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

4）公共ホール等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

5） 子育て関連施設 
 
凡例 

幼稚園 
保育施設 
産科 
小児科 
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類似駅の整理 
 津田沼駅 三鷹駅 町田駅 国分寺駅 
7）鉄道乗降客数 
（日平均乗降客数）対
平成19年度比の推移 
 
 
 
 
     
8）駅利用者の 
交通手段 

出典：東京都市圏パーソントリ
ップ調査 

 
凡例 
  路線バス 
  タクシー 
  自家用車 
  バイク 
  自転車 
  徒歩 
 

 
   

9）駅前広場 
 
凡例 
  駅前広場 
  線路（JR 線）を

跨ぐルート 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

※ 平成 19年度の乗換えが集計されていないため、 
平成 20年度を基準としています。 
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4）公共ホール等の立地状況 
 
 大ホールと小ホールが併設する事例 

【事例】ミューザ川崎 シンフォニーホール（川崎市） 

出典：ミューザ川崎ホームページ 
開設年 ： 平成 16年 
収容人数： 1997人（大ホール）、150人（市民交流室） 

 

【事例】大田区民ホール・アプリコ （大田区）（公益財団法人大田区文化振興協会（指定管理者）） 

 出典：大田区民ホールホームページ 
開設年 ： 平成 10年 
収容人数： 1477人（大ホール）、175人（小ホール） 

 
【事例】すみだトリフォニーホール（墨田区） 

 
出典：すみだトリフォニーホールホームページ 

開設年 ： 平成 9年 
収容人数： 1801人（大ホール）、252人（小ホール） 
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5）子育て関連施設の立地状況（産科、小児科、幼稚園、保育施設） 
 

 産科、小児科の事例 
【事例】ココネリ（西武池袋線練馬駅） 
駅前に立地し、1階～2階 商業施設があり、3階～8階に医療施設や保育施設の他、行政施設な

ども備える。 
1階～2階  
商業施設（衣料、雑貨） 
 
3階～8階  
練馬区立区民・産業プラザ 
（研修室、ホール、多目的室） 
保育施設 
小児科 
リハビリテーション病院 

 
 幼稚園・保育所などの子育て関連施設の事例 

【事例】子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」（JR東日本） 
平成 8年より事業を開始し、駅ビルや駅近くの土地を活用して運営事業者を誘致し、施設を増やす
計画です。また、保育所と通所介護施設の複合施設を広げるなどニーズの多様化にも対応し、働く
女性が増えるなか、子育てしやすい環境を整え沿線の魅力を高めることを目的としています。 

 
出典：JR東日本ホームページ 
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 平成 27年度習志野市市民意識調査結果 

 
第３節 市政全般について 
３－１ 特に重要な施策（p.77） 
問１０ 

まちづくりの取組として特に重要だと思うものは何ですか。（○は５つまで） 

 

表 3- 1- 1 特に重要な施策：性別・年齢別、居住地区別 

 
 

出典：習志野市市民意識調査 結果報告 平成 27年 10月 習志野市 
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6）高齢者関連施設の立地状況 
 
 高齢者関連施設の事例 
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7）鉄道乗降客数 
 
 町田駅周辺地区の人口・世帯数の推移（住民基本台帳ベース） 
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（４）ヒアリング調査 
 
1）商業関連者へのヒアリング結果 

 
《 設問 １ 地域全体について 》 
 交通の利便性が高い。 
 乗降客は多いがほとんどが通過している。 
 通勤、通学定期券を持つ人は（交通費が不要のため）休日も来るが、平日と比較して
少ない。 

 通勤、通学以外で津田沼に来る目的となるもの、いわばワクワク感を持たせるものが
ない。 

 看板となる店舗（小売、飲食）がない。 
 ゆっくりとお茶や食事をできる場所が少なく、来客をもてなすことができるような
店もない。 

 オープンスペース（イベント広場）が不足している。 
 柏市との大きな違いはデパートの有無であると思われる。 
 楽しめるような施設、例えば映画館、小規模なホール、中央図書館、歴史資料館等の
文化施設がない。 

 歴史あるまちとして、過去の歴史的資料を見たい人は多い。 
 中高年層の買い物の需要に対応できていない。 
 海外からの客に対応したソフト、ハード双方の整備が必要。 
 都市間競争に勝てる方策が必要。 
 津田沼の価値を高める工夫が必要。10 年後、20 年後に評価されるよう考慮して検
討すべきである。余裕を持ったまちづくりが好ましい。 

 自然に人が集まる仕組みづくりとして駅周辺の整備に緑を活かしてほしい。喫煙対
策にもなる。 

 歩行者優先のまちづくりが望ましい。 
 商店会として、統一された「津田沼駅前」のイメージを創造する必要がある。 
 マンションには付加価値やステータス感のあるものも必要。（1 戸の面積が広く売価
が高い等） 

 住民の入替が多い賃貸物件の多い方が、引越し等に伴う物品の更新等があるため消
費が活性化すると考えられる。 

 
《 設問２ 事業を営むことについて 》 
 事業面で津田沼地域一体として協力することが必要。 
 二市をまたいだ行政区としてのルールづくりを検討してほしい。（地域振興券の相互
利用等） 

 既存の大型店舗の活性化や、金融機関、企業の拠点化が望まれる。 
 観光バスを積極的に受け入れ、消費につなげる環境づくりが必要である。（ソフト面
での対応） 

 奏の杜住民を消費者としてまちに取り込むことが重要である。奏の杜居住者にまち
の印象を聞きたい。 

 昔からの商店主はビルオーナーへ転換し、現在も商業を営む人は少なくなっている。 
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 津田沼駅周辺は高い賃料でも資金力のある事業者は出店需要があり、個人営業の店
舗が出店しにくい環境となっている。 

 地域に根付くことが期待される個人事業者は、賃料の都合上出店が困難である。（賃
料補助も必要） 

 高額な賃料を賄えるチェーン店の出店が多いが、経営状況により短期間での退去も
あることから、継続的なまちづくりへの協力が得にくい。大型店と商店会の意見交換
は行われている。 

 駅直近のにぎわいだけでなく、周辺エリアにも店ができるとよい。 
 駅周辺でのトラブルや客引きが問題である。治安維持のため、駅前に交番を移設して
ほしい。 

 
 

《 設問３ 交通環境について 》 
 南北の回遊性が悪い。徒歩や自転車での南北間の移動が更にしやすくなるとよい。 
 駅周辺施設への行き方等、街の案内をする施設がない。（インフォメーションセンタ
ーなど） 

 習志野文化ホールへのアプローチの悪さが問題である。誘導案内も少ない。 
 30年前に歩道を拡幅したものの、本来は臨時であった駐輪場がそのまま定着し、歩
行空間を狭めている。路上への置き看板もあり、歩行環境が悪くなっている。 

 南側地域で、駅への動線として多くの人がホテルメッツの階段を利用しているが、狭
く急である。 

 バスの乗降が更にスムーズになるとよい。駅からは下りるだけでよいが、地上からは
一旦デッキに上がってから下りることになり、乱横断が多い。 

 ロータリーでの目立った事故は見聞しないが、手狭であり、観光バスの乗降場所も不
足している。 

 津田沼駅には長距離バス（空港、ディズニーリゾート等）の発着所がある。幕張メッ
セ直通のバスの運行もあると良い。 

 海側の公園等、既存の観光資源を活かすために移動手段の確保や動線づくりが必要
である。 

 駐車場の共有化が図れると利用者の利便性が向上する。 
 歩道上にある駐輪場を路外へ整備することが望ましい。 
 ペデストリアンデッキの整備は 30年以上前であり、旧耐震と考えられるほか、雨漏
りもある。 

 
《 設問４ その他 》 
 習志野文化ホールは、ホールとしての質は高いが、使い勝手が悪い。 
 七年祭や谷津干潟なども観光資源となりうる。 
 歩行喫煙に罰則を設けてほしい。 
 駅前にトイレがない。 
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2）地権者（商業ビル管理者）へのヒアリング結果 
 
《 設問１ 地域全体について 》 
 公共交通機関の便が良い。 
 都心へのアクセスがよい。 
 乗降客が多い。ポテンシャルの高い駅と認識している。 
 乗換えが主であり、北口方面から南口への来街者はあまりない。 
 地域が南北に分断されており、距離感を感じる。行き来をする目的となる施設、場所
が少ない。 

 JR、新京成とも利用者が多く、駅周辺や二駅間の人通りは多いが消費につながって
いない。 

 交通結節点であり、商業施設が集積している。大学が駅に隣接し、にぎわいのある印
象である。 

 駅を中心とした地域というよりも、大学や集合住宅地が近接している地域という印
象を受ける。 

 学生のまちというイメージがない。（学生を相手とする店がない。） 
 知名度が低いと感じる 
 房総等からの来店もあり、津田沼は都心まで行かずに済む場所という位置づけなの
ではないか。 

 飲食店が少ない。昼食をとるのにも選択肢が少なく、個人店が少ない印象である。 
 にぎわいと憩いの空間の創出や、快適で回遊性の高いネットワークの形成が必要で
ある。 

 駅前の公共公益施設等が少ない。（図書サービス、会議室、ギャラリー等） 
 少子高齢化を見据えた暮らしやすさや利便性の向上が必要である。（バリアフリー動
線の拡充等） 

 既存施設の老朽化や消費者ニーズの変化により魅力の低下がみられる。 
 駅前の環境やイメージの向上のためにデッキの修繕や美化等が必要である。 
 津田沼地域で働きたい、何かしたいと思えるようなまちづくりが望まれる。 

 
《 設問２ 事業を営むことについて 》 
 JRと新京成の乗換動線であり、商業立地としての価値が高い。 
 駅利用者の多さは魅力である。 
 津田沼駅のような乗降客が多い駅と商業施設が近いことは大きな利点である。 
 時間消費型施設の不足、歩行者動線の回遊性の低さから、来街者の滞在時間が短い。 
 市境であり、事業を営む上で二市と調整が必要である。（地域振興券の相互利用、託
児所等の設置） 

 企業や個人経営の店舗が少ない。 
 駅周辺に地域イベント等を開催できるスペースが不足している。 
 低・未利用地の活用が望まれる。 
 ペデストリアンデッキの老朽化が気にかかる。安全面も心配だが、駅前の美観にも影
響している。見た目だけでもきれいになればと思う。 

 北口地域と南口地域が一緒にイベントを開催できるとよい。 
 地域のイベントへの協力等、学生が地域に根ざした活動ができる場があるとよい。 
 知名度やイメージの更なる向上を図るため、魅力づくりが必要である。 
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 地域イベントへの参加等、商店会や企業が協力し、地域の活性化のための取組みを行
っている。 

 デッキの修繕や美化に協力したい。 
 駅周辺地域の開発が進んでいない。 
 地域貢献としての施設整備も積極的に検討したい。 
 

《 設問３ 交通環境について 》 
 南北の往来が不便である。（特に自転車での移動が困難） 
 JR と新京成との乗り換えには一度地上に降りる必要があり、また距離もあるにも関
わらず、不案内である。その上、歩行空間も狭い。円滑な移動環境の整備が必要であ
る。 

 バリアフリー動線が不足している。南北がフラットにつながれば、買い物目的での回
遊もしやすい。駅から周辺の店舗へ、地上に降りることなく行き来できるデッキが整
備されるとよい。 

 駅と店舗間の歩行環境が悪い。地上へ降りる必要があり、歩道の幅員や駅に接続する
階段は狭く、急である。高齢者やベビーカー利用者がアクセスしやすい動線があると
よい。 

 駅から周辺施設への誘導や案内を行うサインがない。 
 JR津田沼駅東側の跨線橋は幅員が狭く、老朽化が懸念される。 
 跨線橋の老朽化が進めば建替えもあり得るのではと推察する。 
 JR 津田沼駅北口周辺やぶらり東通り沿いは、歩道上の駐輪場により歩道が狭く、店
舗前の置き看板等もあり歩行環境が悪い。 

 歩道上の駐輪場は、通勤利用が多く一日中停めたままになっており、歩行環境や景観
を悪化させる要因になっている。短時間利用の買い物客に多く利用してほしい。 

 パルコ横で路線バスが時間調整を行っており、交通渋滞の一因となっている。 
 路上でバス乗降を行っており、乗降客の滞留による歩道の占拠やゴミの放置が問題
である。現在のロータリーでは許容量を超えている印象である。 

 タクシーやバスを利用する高齢者が利用しやすい整備が今後必要なのではないか。 
 船橋市等周辺地域からの、車でのアクセスが良くない。 

 
《 設問４ その他 》 
 南側の駅周辺地域には、都市銀行がない。（ＡＴＭも少ない。） 
 駅前にトイレがないため、タクシー運転手のトイレ利用が多い。 
 緑が少ない。 
 駅周辺にホテルが少ない。 
 分煙化を徹底してほしい。 
 ムクドリのフンや騒音が問題である。 
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《 店舗の状況について 》 
 飲食店はファミリー層の需要がある。 
 バス乗降客による店舗利用がある。 
 駅前のホテル需要は高い。 
 地域の需要に応じた品揃えとしている。 
 食料品や日用品を扱う店舗では、24時間営業の需要がある。 
 幅広い年齢層に対応した店舗構成にしている。 
 店舗構成は定期的に見直しを行っている。 
 奏の杜地区の居住者は意識している。 
 広域からの集客を見込める店舗がある。 
 全国的にも売上が高い店舗がある。 
 重要な拠点と位置づけられている店舗がある。 
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 商業施設の駐車場・駐輪場の利用状況について 
① 対象 

 新京成電鉄株式会社  津田沼パルコ 
 モリシア津田沼  ザ・ブロック 
 イオンモール津田沼  

 
② 回答 

《 駐輪場の利用状況について 》 
 市営の駐輪場（歩道上）はほぼ満車であり、一部違法駐輪も見られる。 
 800 台の自転車が収容可能であり、2 時間まで無料のサービスを行っている。沿線
で最も利用が多い。 

 仲よし幼稚園跡地の駐輪場利用者が多い。同駐輪場の閉鎖後、代替として既存の他の
駐輪場の利用が増えることも考えられる。 

 当初想定の倍の利用状況である。 
 通勤目的と思われる駐輪場利用者が多い。 
 駅利用目的での駐輪場利用はほとんどない。 

 
《 バイク駐車場の利用状況について 》 
 バイクの利用は少なく、スペースの有無について問い合わせがある程度。 

 
《 駐車場の利用状況について 》 
 自動車による来街者が減少している。（幹線道路の休日の渋滞の忌避、道路環境のよ
い他施設への顧客流出が理由と考えられる） 

 土日は満車になるが、車利用は横ばいとなっている。 
 周辺地区に集客力の大きい店舗が完成して以降、満車になることはなくなった。 
 駐車場が満車になるのは、年数回程度である。 
 駐車場が満車になることはほとんどない。稼働率は 50％程度である。 
※商業施設駐車場の稼働率については、明確な回答が得にくい状況であった。 

 
③ 商業施設の駐車場・駐輪場の利用状況についての整理 

駐輪場の需要は高く、自店の買い物客のために設置した駐輪場が通勤目的で使われて
いるとの回答がありました。 
通勤目的での利用を想定した駐輪場が、駅周辺で不足していることが一因と考えられ

ます。 
一方で、バイクの利用は少ないとの回答でしたが、スペースの有無について問い合わ

せがあるとのことから、駐車場の周知は必要と考えます。 
自動車駐車場については、どの商業施設も利用は減少傾向、または、横ばいであり、満

車になることは少ないとの回答でした。既存の駐車場の在り方については、空間活用の
観点から、各事業者における検討が必要になるものと考えられます。 
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3）交通事業者へのヒアリング結果 
 

 タクシー事業者 

《 設問１ ＪＲ津田沼駅周辺地域の特性や魅力について 》 
【全体】 
 一日あたり１０万人を超える乗降客のあるターミナルを中心に活性化した地域 

【北口】 
 集客力のある生活・飲食・ファッションの商業施設を多数有する地域 

【南口】 
 千葉工業大学を始めとした文教施設、習志野市の公共施設を中心に活性化する中、
奏の杜高層住宅群の拡大など、都市機能の更なる成長が望める地域 

 
《 設問２ JR津田沼駅周辺地域の優位性について 》 
【全体】 
 総武・横須賀線快速停車駅であり、隣接する新京成「新津田沼」と連絡している 

【北口】 
 広域な習志野市、船橋市の住宅地域にバス・タクシーが直結する 

【南口】 
 文教施設、公共・商業複合施設、高層住宅群に加え、谷津干潟への降車駅であり、
企業・工場の「企業バス」発着点でもある 

 
《 設問３ 今後の事業展開において活用したい地域の潜在性について 》 
【全体】 
 タクシーのり場、乗降場所の整備によるお客様利便性向上による利用の拡大 

【北口】 
 総武線北部に拡大し続ける住宅地域居住者の利用増加による収益の拡大 

【南口】 
 湾岸地帯への企業誘致による新規需要の創生 

 
《 設問 4 地域全体及び南北ロータリー周辺の交通環境について 》 
【全体】 
 自家用車、物流車、バス、タクシーの混在による交通阻害発生の日常化 

【北口】 
 待機場狭隘による夜間の客待ちタクシー列解消のため、サテライト待機場からのシ
ョットガン供給実施中。当該仕組みの継続が必要。また、適切に屋根が機能した「濡
れないタクシーのり場」の整備が必要。 

【南口】 
 待機場よりのり場が分離しているため、北口同様の一体型の待機場の整備、および
適切に屋根が機能した「濡れないタクシーのり場」の整備が必要。 
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《 設問５ 公共交通事業者として望ましい駅前広場について 》 
【全体】 
 バス・タクシー専用車線の指定による公共交通の正常運行の保障が必要 

【北口】 
 駅頭への自家用乗入れ禁止により、バス・タクシー等公共交通への交通阻害防止 

【南口】 
 障がい者送迎乗降場所とタクシーのり場の分離・整備により、障がい者（送迎者）
とタクシー利用者双方の円滑性を確保する 

 
《 設問６ JR津田沼駅のターミナルとしての可能性について 》 
【全体】 
 利用者目線の乗り場整備により各交通機関の乗継利便性が向上し、地域が活性化す
る 

【北口】 
 ＪＲ津田沼駅から新京成新津田沼駅間の動線の利便性を向上させる施策により、更
なる地域の活性化が進み、各公共交通機関の連携に進展が期待できる 

【南口】 
 奏の杜住居棟の建設拡大で、居住高齢者等の電車↔タクシー利用が期待される 
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 バス事業者 

《 設問１ ＪＲ津田沼駅周辺地域の特性や魅力について 》 
【全体】 
 通勤客や買い物客など多く、たくさんの人たちが利用。また、大型店舗が多く、活
気に満ち溢れている。 

 駅周辺は栄えているが、駅から離れると緑のある住宅地がある。 
 利便性が高い交通拠点である。 
 大型店舗が多く商業施設が充実しており、大学や予備校があり若者が多い。 
 商業地域も北口、南口両方に展開しているため、通勤利用だけではなく、買い物等
の利用も望める。 

【北口】 
 飲食店が多数あり人通りが絶えない。 
 飲食店や商業施設などが多数あるため活気がある。 
 ＪＲ津田沼駅ロータリーが狭隘であるため、乗降の場所が分割されている。降車場
所は商業施設前にあり、利便はあるものの交通渋滞の一因となっている。 

【南口】 
 北口周辺と違い飲食店や商業施設が少ない。 
 住宅地がすぐ近くにあり、閑静で家族連れが多くみられる。 

  



資-21 

 
《 設問２ JR津田沼駅周辺地域の優位性について 》 
【全体】 
 総武線の利用客が多い。 
 高校や大学などの学生が多数利用し、また、退社時間での買い物客が多くみられる。 
 総武線緩行、快速共に車両基地があり、始発電車が設定されていることから、鉄
道駅としては優位。東葉高速を利用せず、東西線直通始発電車の利用があるのは
その表れと思われる。 

【北口】 
 商業施設の利用客が多い。 
 乗り換え客が多く、駅移動時の店舗利用が多い。 
 駅舎直前にロータリーが設置されている。 

【南口】 
 病院帰りの利用客や市役所の利用客が多い、また、高齢者も多く感じられる。 
 袖ケ浦団地の居住者が多く、駅前の店舗を利用せず商店街の買い物が多い。（高齢
者） 

 
《 設問３ 今後の事業展開において活用したい地域の潜在性について 》 
【全体】 
 幹線道路に繋がる経路に期待する。 
 駅前ロータリー全体を屋根で囲った方が利便性に繋がると思う。 

【北口】 
 バス停上部を高架にして広場を大きくする。 
 若者が多く集まる商業施設がある。 
 道路混雑解消による、国道 296 号線津田沼駅入口交差点から津田沼駅までの短距
離バス利用促進で、現在ワンコイン運賃を採用しているが渋滞が激しいため、徒歩
利用が多く潜在需要の掘り起こしを図りたい。低・未利用地の活用による更なるま
ちの発展を期待する。 

【南口】 
 交番前通りに屋根を付けて欲しい。 
 住宅地や学校が近い。 

 
《 設問 4 地域全体及び南北ロータリー周辺の交通環境について 》 
【全体】 
 幹線道路に向かう途中のためか、渋滞が発生しやすい。 
 雨天時など送迎車が多くなり、バスが定時に移動できない。 
 一般車がバス停に駐車しているので着車しにくい、そして発車しづらい。 
 北口、南口を直線で結ぶ道路がないため、機関車公園～総武線乗越陸橋を利用する
しかなく、新津田沼駅周辺では右折渋滞が多発している。 

【北口】 
 駅ロータリーの中へ一般車両も進入できることから、バスの遅延が生じている。一
般車両と路線バスを分離すべきである。 
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 ロータリー内に進入車両が多く、移動に時間がかかる。 
 雨の日は特に送迎車量が多くなるため、渋滞が多発する。 
 一般車両と混用のため、一般送迎車両による渋滞が発生しやすい。 
 一時的な降車利用の一般車の大半は１～３番線のバス停で停車しており、一般車乗
降場が機能していない。 

【南口】 
 貸切バスの乗車場所を明確にした方がよい。（例：千葉駅 NTT前） 
 企業バスが多い、また、自家用車がロータリー内に進入し動きが取れない。 
 路上駐車が多く、モリシア津田沼バス停に一般車両が停まっているため、バス停に
着車できないことが多々ある。 

 北口と違い一般車と別々になっているので雨の日でも渋滞が少ない。 
 

《 設問５ 公共交通事業者として望ましい駅前広場について 》 
【全体】 
 通勤時間帯に自家用車をロータリー内に進入させない。 
 駅前は車線が 2車線あるが、路上駐車が多くみられる。 
 一般車と公共交通と別々にするべきである。 
 JR船橋駅北口ロータリーが理想的である。（一般車、タクシー、バスが、それぞれ
個別のロータリーを持ち、広大な地下駐車場がある） 

 バスの運転本数から考慮しても専用のバスターミナルの設置 
【北口】 
 ロータリー内の車線が少なく、一般車両がバス停に止まることで二重駐車もある為、
ロータリー内は一般車両進入禁止にした方がよい。 

 自家用車を新京成方面と津田沼十字路方面のみ通行可にする。 
 一般車両と公共交通機関（バス、タクシー）の完全分離 
 一般車両と公共交通機関のロータリーにおける周回方法を逆にし、交通の流れを調
節する。 

【南口】 
 ロータリー内外ともに狭い。 
 ロータリー内は自家用車進入禁止にする。 
 企業レーンは飽和状態であり、需要とのバランスが取れていない。 

 
《 設問６ JR津田沼駅のターミナルとしての可能性について 》 
【全体】 
 バス専用時間帯を設ける。 

【北口】 
 バス降車場をロータリー内に設置 
 一般車両と分離することにより渋滞が解消されれば、現在のパルコ前降車を駅前降
車とする検討も可能となる。 

 新京成電鉄所有地の有効活用も視野に入れ改善を図っていけると考える。 
【南口】 
 駅より出発時にバス専用信号を設ける。 
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４. まちのイメージ 
 
（３） 住みたくなるまち 
 
 平成 27 年度習志野市市民意識調査結果 
 
第 1節 住みよさと定住意向について 
１－４ 住みやすい理由と住みにくい理由（p.52） 
問２－１ 
※問２で、「住みやすい」「まあ住みやすい」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

住みやすい、まあ住みやすいと感じる理由は何ですか。（○は３つまで） 

 
表 1- 4- 1 住みやすい理由：性別・年齢別、居住地区別、居住年数別 

 
 

出典：習志野市市民意識調査 結果報告 平成 27年 10月 習志野市 
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５. イメージの実現に向けて求められる機能 
 
（１） 時間消費機能 
 
 まちの滞在時間を増加させる工夫の事例 

【事例】三井アウトレットパーク入間（埼玉県入間市） 
施設を回遊できる空間として整備し、人が集まる場所を要所に設けてイベントなど
を開催することで、買い物や食事だけではなく、その場所に来ることの心地よさを
演出している事例です。 

 
事業主体： 三井不動産(株) 
整備期間： 平成 19年 3月～平成 20年 4月 
最寄り駅： 

 
（電車）西武池袋線入間市駅からバス 15分 
（車）圏央道 入間 I.C. から約 500m 

施設内容： 敷地面積 約 86,000m2、店舗面積 約 32,000m2（店舗数 204店）、
駐車場 約 3,000台 

 
【事例】モリタウンアウトドアビレッジ（東京都昭島市） 

 
ある一定の分野の商品（この事例ではアウトドア商品）に限定した店舗が立地する
エリアを設け、商品を体験できる施設（クライミングウォール）を併設すること
で、消費者の拡大を図り、施設の特徴を最大限に活かすことに成功している事例で
す。 
事業主体： 昭和飛行機工業(株) 
完  成： 平成 27年 3月 
最寄り駅： JR青梅線昭島駅から徒歩 3分 
施設内容： 敷地面積 約 21,000m2、駐車場 合計 330台 
予想年間来場者数： 75万人 
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 有意義に時間を消費できる空間の創出の事例 

【事例】蔦屋家電（東京都世田谷区） 

  
出典：蔦屋家電 HP 

「ライフスタイルを買う家電店」をコンセプトに、家電だけではなく、日々の生活
を刺激的にするインテリアや本、雑貨などが販売されている、アート＆テクノロジ
ーに満ちた場所が提供されています。各売場にはそのジャンルの専門知識や経験を
有するプロ集団であるコンシェルジュが常駐し、来店者にアドバイスするほか、居
心地がいい空間づくりなど、じっくりと商品を選べる空間となっています。 
事業主体： カルチュア・コンビニエンス・クラブ(株) 
完成： 平成 27年 4月 
最寄り駅： 東急田園都市線・大井町線 二子玉川駅前 

二子玉川 RISE 内 
施設内容： 蔦屋家電を中心に家電や書店などの専門店、飲食店やコンビニなど 14

の業態が混在する店舗 
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（２） 交流創出機能 
 
 文化ホールの施設更新に合せた多機能化 

【事例】小金井 宮地楽器ホール（小金井市） 

 
大小ふたつのホールをはじめ、ギャラリー、練習室、和室は様々な用途に利用さ
れ、文化芸術活動の拠点、交流や憩いの場として広く市民に活用されています。 
事業主体： 都市再生機構（再開発事業施行者 所有者：小金井市） 

(株)宮地商会（ネーミングライツパートナー） 
整備期間： 平成 18年 12月～平成 24年 3月 
最寄り駅： JR中央線武蔵小金井駅から徒歩１分 
施設内容： 大ホール 578席、小ホール最大 150席、ギャラリー、練習室、和

室兼会議室、マルチパーパススペース 
イベント数: 11件(2015年) 
その他: ネーミングライツの使用期限は、平成 27年 4月 1日から、平成

30年 3月 31日の 3年間となっている。 
（年額 300万円、期間合計 900万円） 

 
 駅前に大学が立地する利点を活かし、社会人向け講座など地域に開かれたイベント実施 

【事例】東京理科大学 葛飾キャンパス 図書館棟 （東京都葛飾区） 

      
出典：東京理科大学 HP 

大学が設置した生涯学習センターでは、葛飾区地域連携講座として、地域の幅広
い世代に学びの場を提供しています。また、東京理科大学葛飾図書館棟は、葛飾
にいじゅくみらい公園に囲まれた場所に立地し、区民に開放する教養施設として
棟内には、図書館、カフェテリア、集会所、葛飾区科学教育センター未来わくわ
く館があります。地域交流の拠点となるキャンパスづくりを図っている事例で
す。 
事業主体： 東京理科大学 

完成： 平成 25年 4月 
最寄り駅： JR金町駅から徒歩 10分 
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 一般に開かれた取り組み事例 
【事例】千葉工業大学 東京スカイツリータウンキャンパス 

 
出典：東京ソラマチ HP 

千葉工業大学は、研究成果を社会に還元する活動の一環として、東京スカイツリー
タウンキャンパスを開設、一般に無料で開放しています。社会貢献としての役割だ
けではなく、大学の知名度向上にも繋がる活動です。 
事業主体： 千葉工業大学 

完成： 平成 25年５月 
最寄り駅： 東武、京成、都営押上駅から徒歩 1分 
施設内容： 東京スカイツリータウン 8階 

（Area I ロボット技術ゾーン、Area II 惑星探査ゾーン） 
 

【事例】千葉工業大学 『ロケットガール＆ボーイ養成講座』 
津田沼校舎等でも、様々な公開講座が開かれています。 
高校生を対象に、ロケットの設計、製作、打ち上げまでを半年をかけて行い、科学
への興味や知識を深めていく取組を行っています。 

 
 地元事業者との連携事例 

【事例】津田沼ミラクル (津田沼) 

 
商店街、大型店、大学、電鉄会社、商工会議所が連携したまちあるきイベント 
実施期間： 平成 27年 10月 10日～11月 23日 

 
【事例】ツダヌマ～ル (津田沼) 

   
津田沼駅周辺の商店会が実施した食べ歩きイベント。 
千葉工大のデザイン学科の学生がデザインを担当。 
実施期間： 平成 27年 10月 18日～19日 
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 市と企業が連携して交流機能を創出した例 

【事例】日野自動車 21世紀センター（日野オートプラザ） 

  
出典：日野自動車 HP 

日野自動車２１世紀センターは、地域との融和、情報の発信基地、次世代の育成の
役割を担うことを目的に、トラック・バスのミュージアム（日野オートプラザ）や
研修施設（有料）、カフェ、レストランが一般にも開放されています。 
事業主体： 日野自動車(株) 

完成： 平成 8年 
最寄り駅： JR横浜線八王子みなみ野駅からバス 5分 
施設内容： ホール（408人）、大研修室 4室（定員４８人）、 

中研修室４室（定員３６人）、小研修室４室（定員１２人）、 
討議室９室（定員１２人）、レストランも懇親会等に使用可。 

 
 
  



資-29 

（３） 高品質な空間創出機能 
 
 施設更新に合せたブランド力の向上と拠点のリニューアル 

【事例】二子玉川 RISE（東京都世田谷区） 

 
多くの企業買収を重ねて都内に複数の拠点が存在していた楽天（従業員約１万

人）が、東急田園都市線沿線のターミナルである二子玉川に移転しました。会社機
能を集約すると共に、業務機能が過密状態である都心部を避け、オフィスとしての
最適な環境を求めて立地することで、社員の労働環境の改善などを図ろうとしてい
る事例です。 
事業主体： 市街地再開発組合 

（東京急行電鉄(株)、東急不動産(株)など） 
整備期間等： 平成 24年 1月～平成 27年 4月 41,139百万円 
最寄り駅： 東急田園都市線・大井町線 二子玉川駅前 
施設内容： 敷地面積 約 34,700 m² 

 
【事例】安藤ストリート（東京都調布市） 

 
都市計画道路の整備に伴い短冊状に分散してしまうことになる土地に対して、有

名建築家による統一された街並みが形成された事例です。集合住宅から子育て支援
施設、商店、文化ホールまで様々な用途から構成された建物が、約 400ｍに渡って
立地しています。 
事業主体： 個人（土地所有者） 
整備期間等： 平成 16年～平成 24年 
最寄り駅： 京王線仙川駅から徒歩 5分～10分 
施設内容： 集合住宅、店舗、劇場、美術館、保育園等が立地 

 
 松戸市、鎌ヶ谷市、船橋市における将来人口推計(15歳～64歳) 

平成 52年には松戸市では 216,415人で、平成 10年と比べた場合では 33％減少、
鎌ヶ谷市では 57,175人で、18％減少、船橋市では 310,565人で、24％減少するもの
と推計されています。 
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（４） 回遊機能 
 
 移動の利便性、快適性の向上 

【事例】さいたま新都心駅（埼玉県さいたま市） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さいたま新都心駅周辺は、駅を中心とした東西を結ぶデッキと、西側に離れた北

与野駅までを段差なく結ぶデッキ（北与野デッキ）が接続されており、安全で快適
に移動できる空間が整備されています。デッキの幅は最大で約 22ｍ、全体の延長
は約 840ｍあります。 
事業主体： さいたま市 
整備期間： 平成 12年～平成 14年（北与野デッキ） 
最寄り駅： JR埼京線北与野駅～JR京浜東北線さいたま新都心駅～駅東口商業施設 
施設内容： 全長約 840ｍ 
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【事例】横浜日産本社ギャラリー（神奈川県横浜市） 

  
 

 
横浜駅東口には、駅と周辺建物を２階レベルで接続するデッキが国道１号や河川

などの上空にネットワーク状に整備されています。このデッキは、みなとみらい
21地区まで接続されていますが、日産本社ビルの部分では建物２階部分をデッキ
で通り抜けており、１階に展示されている自動車が眺められるギャラリーになって
います。なお、鉄道の始終電の時間帯で通行可能となっています。 
事業主体： 日産自動車(株)（NISSANウォーク部分） 
整備期間等： 平成 19年 1月～平成 21年 8月 450億円（ビル全体） 
最寄り駅： 横浜駅東口～日産本社ビル～みなとみらい地区 
施設内容： ビル内約 100ｍ 
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（５） 交通結節機能 
 
 駅周辺の公共敷地を活用した立体的な機能の充実 

【事例】新横浜駅北口駅前広場（神奈川県横浜市） 

 
出典：横浜市パンフレット 

元々は路線バスや企業バス、タクシーの乗降場、プールなどが平面で整備されてい
ましたが、横浜日産スタジアムや横浜アリーナなど大規模集客施設の最寄駅である
ことや、神奈川東部方面線の乗り入れが計画されていることから、機能強化が図ら
れることとなりました。施設を立体的に整備することで、駅施設と連続する歩行者
空間やたまり空間を確保するほか、地下の駐車場などを整備することで様々な機能
が集約された駅前広場として再整備されました。 
事業主体： 横浜市、東海旅客鉄道(株) 
整備期間： 平成 17年 7月～平成 20年 3月 
最寄り駅： JR東海道新幹線・ＪＲ横浜線新横浜駅北口 
施設内容： 駅前広場全体 17,400㎡、バスバース（10台）、企業バスバース、タ

クシーバース、一般車バースなど 
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 道路外の空間を活用した交通結節機能の充実 

【事例】オアシス２１（愛知県名古屋市） 

  
名古屋市の栄公園を立体化することで主要な交通結節機能であるバスターミナル

を整備した事例です。地上部と屋上部が公園として整備され、下部にバスターミナ
ルと商業施設が整備されています。バスターミナルは長距離高速バスと路線バスが
発着しており、名古屋駅前などで不足する交通結節機能の一翼を担っています。な
お、同時に隣接するＮＨＫ放送センターと愛知文化芸術センターを建替えていま
す。 
事業主体： 栄公園振興(株)（第三セクター） 
整備期間： 平成 11年 4月～平成 14年 10月 
最寄り駅： 市営地下鉄東山線栄駅 
施設内容： バスターミナル（バスバース 10台）、店舗、 

多目的広場（約 7,600㎡）、 
公園（約 14,500㎡ 愛知芸術文化センター（２階部分）と接続） 
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5. 機能創出に向けて検討すべき手法 
 
JR津田沼駅周辺地域に新たな機能が創出されることにより、地域には来街者の増加

をはじめ様々な状況変化が予想されます。 
そして、各機能を創出する際には、既存の地域や機能との調和に留意し、対象となる

エリアに配慮することが必要です。 
加えて、近年における社会資本整備をめぐる産官学民の対話と協働、ユーザー（来街

者）視点に基づく様々な主体による整備促進など、持続可能性の高いまちづくりに向け
ての積極的な取り組みについても配慮する事が重要です。 

 

（１） 地域全体に関すること 
• 総武線を挟む南北地域の移動利便性向上策及び各施設へのバリアフリー動線の

確保が重要です。 
• 交通渋滞の抑制や歩行者の安全確保に資する車両動線の確保が重要です。 
• 商業施設等の整備に併せ、市民や市が多目的に活用できる公共スペース、子育

て関連施設等の公共公益機能の確保が併せて重要です。 
• 各機能の創出には、地元商店会等との連携、調和が重要です。 

 

 

（２） 北側地域に関すること 
• 路上への駐輪を解消し、歩行空間を確保するための駐輪場の設置、新津田沼駅 

から JR津田沼駅に至る安全で円滑な歩行者動線の確保が重要です。 
• 地域全体の活性化と諸課題の解決に繋がる新津田沼駅周辺の低・未利用地の利

活用が重要です。 
 

 

（３） 南側地域に関すること 
• バスによる来街者への対応（バス乗降場の確保等）、JR津田沼駅から各施設へ

のバリアフリー動線や案内サイン等の確保が重要です。 
• 南口ロータリー西側および千葉工大側から JR津田沼駅に至る、安全で円滑な 

歩行者動線の確保が重要です。 
• 安全で円滑な歩行者動線確保、南口ロータリーの機能拡充、公共ホール機能や

コミュニティスペース機能の創出にあたっては、千葉工大をはじめとした事業
者等との連携が重要です。 

 

 

上記に加え、ヒアリングや実態調査等により、別図に示した課題等が挙げられてお
り、十分な配慮が必要です。 
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